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高 空 の 放 射 能 の 調 査

防衛庁技術研究本部 浦 井 達

昨年の報告以後昭和57宜1口月より本年9月中旬迄の10-12伽上空における放射

結果を報告する｡

調査地区は北海道(千歳〕､中部地方(岐旦〕､九州地方(新田原)である｡高度は1

ぴ12Km､試料採取は主i′こガムドペーパーによった｡調査結果は囲1-2､表1に示す｡

5地域把おける空中濃度について地域的に有意の差ほ認められず､且杢上皇望主二選生

ると思われる｡

時期的にみると本年1-2月の間にスプリングピークがあり､1,000脚q/m3位である

降おおむね100榊C/m3或はそれ以下になっている｡

空中濃度は漸減の傾向を示しているが核実験の影響はまだ相当に残っている0

昭和57年度の放射能調査費で製作した機上集塵器は良好な機能を示した｡58年度の

る核種分析用機械器具は目下調達中であり来年度には相当核種分析を行い侍る予定である

第1表 放射能調査報告

57.10.1一-58.
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放射能ちりの成層圏から対流圏への落下榛構について

気象庁観測部 ○村 山

放射性フォールアウトの季節変化(春季大､秋季小〕及嘩

く知られている｢しかしその原因の説明はまだ甚だ不充分である｡そこでこれを気象､

るための研究の一部として､今迄にわかった新らしい事実を述べ､それに対して考察じ

まずフォール 三ヱ上里朝廷但建星型竺ヱ禦三ゑむすなわちその出現は低緯度カ
向って1カ月約10度の遅れがある｡一般に成層圏から対流圏への放射能ちりの定常差

なって､これらの現象を生ずる原因が作用していると思われる｡圏界面の季節変動特む

いて極圏界面から赤道圏界面への移向が考慮される｡

圏界面不連続を通しての放射能ちりの輸送について､春対流圏上層の前線が圏界面≡

例について解析した結果を示す0≒れは三屋丘旦工且且迅聖｣盟上之エ直弘と乙むこ

統計的関係と関連して興味がある〔
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放射性降下物と高層大気の状態との関係

気象研究所

三 宅 泰 雄､ 猿 橋 腰

葛 城 幸 雄､○金 沢 民

放射性降下物の落下は､高層大気の状態と密接な関係をもっている｡

東京では､硬戯性隆下助塑』二且旦ゑ圭一ヒ堅さ史L⊥一旦阜遁耶一ユ且む主監｣Lむむ

測された｡東京におけるフォールアウトの観測結果から､500ミリバ
ニル面に気圧､■■■二二二言~~~■▲一--:ニー=一こ二~~=ニー

かつ､ジェットストリームのコアが観測点の真上か､やや南にある時､雨水中の比放殊

ぢるしく増加することは､すでに報告した通りである｡

しかし､裏日本沿岸のように降雪の多い地域(たとえば新潟〕では､冬期にしばしは

物のピークがみられている｡今回は､1959年以降の春および冬のフォール了ウト¢

て､東京及び新潟を比較しながら高層大気の状態との関係をしらべた｡前に､東京の1

よび19占0年のフォールアウトについて､高層大気の状態を考慮に入れて補正した帝

かなり高い相関関係を見出したが､それとほぼ等しい結果が得られた｡

日本における計90降下量分布について

気象研究所

三 宅 泰 雄､ 猿 橋 麟

0葛 城 幸 雄､ 金 沢 拝

東京では1957年4月から､札幌､仙台､大阪､福岡では1958年1月から秋旺

年占月から､大型水盤を用い簡 水及び落下塵の試料を採取し､Sr90､Cs157の況



め､S=C(1一√昨+Ep)の式把より､気柱濃度の計算を行った｡その結果を用いて19

7月-19d2年7月までの平均気柱濃度を求めると次表のようになった｡

十 ★1ト

東 京 新 潟 札 幌 仙 台 秋 田 大 阪 福 岡

55 55 4占 45 52 2占 44

井 東京管区気象台の試料

糖鶉 新潟大学理学部 小山､外林氏測定値より計算したもの

次忙東京における将来のSr90蓄積量の変動について計算を行った｡その結果今後核実彩

ものと仮定した場合には19d7年(4年後1に最大となり､その時の蓄積量は占5mc/伽2

ことが推定された｡

なお他の地点についても同様の計算を行なった｡

第 1 表

1959

7･-12
19占0 19dl

東 京 1.12 2.59 2.ロ8

札 幌 0.98 2.01 2.25

仙 台 2.12 2.55 1.91

秋 田 1.91 5.14 5.08

大 阪 1.28 2.14 1.05

福 岡 0.占7 2.58 2.80

新 潟 1.05

口

1.占7 2.5占



大気放射能の変動について

水戸地方気象台

気象庁観測部

○大 越 延

小 池 亮

昭和55年の第2回研究会で発表された電離箱式自然放射能測定装置(気象庁観測部

測した大気放射能の変動について､おもに接地気層の安定度との関係を調査した｡

川･α+β+r自然放射能の日変化について

第1岡に示す様に､朝9時頃の極大･夕方18時-21時頃の極小を持ち､一般に

日較差が大きい｡

9112 15 18 21 24 5 d 9▲

19d5年2月22日～5月4日

第1図 α+β+r■放射能の日変化

(21接地気層の垂直安定度との関係

地表面附近の自然放射能の変動ほ､おもに垂直交換に支配される｡気層の安定度と

Richardson
numberを求め放射能の日変化と対応させると第2周の様になる｡

ここで

葦(荒一+r)樹ま
Ri数=

(詰〕2
Ug:地上高14mの風速

U〟:地上高8mの風速

㌦:地上高4.5mの気温
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第2囲 大気放射能と垂直安定度

い､地表面近傍の放射能高濃度層の拡散把よる増加が見られ､叉夕刻の気温接地逆転の上

い､地表面近傍の垂直交換の抑制により､放射能が減少するものと考えられる｡

t51自然放射能の変動と気象要素との相関

自然放射能の変動を観測点を含む2高度の気温･風速及び気圧を用い､撒布図法によ一

て見ると第5図の様にかなりよく表現出来る｡

(41気温の接地逆転層の生成に伴う自然放射能の急激な減少把ついて

午後から夕刻にかけてほ日射の減少に伴い気温の逆転を生ずるが､逆転度の大きい勤

4周の様に放射能の急激な減少が見られることが多い｡

この様な現象は第1表の様に寒侯期の晴天日の夕刻のみに現れ､風向風速については､

後で明瞭な差違ほ認められない0すなわち､逆転面(止対流面〕が観測点を下から上に元



αβrobs 相関係鼓 r=+n8丁

ま2 ま4 五` i8 ヰ.0 4.2 ヰ.4 4.占 div

第5図 気象要素によるαβr放射能の表現
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第1表 大気放射能の夕刻急激日数
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放射性浮遊塵の観測報告

放 医 研 阿 部 史 朗､ 小 口 堆 康

村 越 幸 次

57年に引き続いて､大気中に含まれる放射性浮遊塵の放射能測定を行なった｡一昨年の･

ろなテストの結果(1､2)を参照して､集塵装置は直径47%のミリポアAAフィルター

約50j.p.m.の空気量をほゞ一昼夜吸引した｡自然放射能の影響をさけるため集塵終了後

時間放置してからGM計数器に依って放射能測定を行なった｡GM管ほ理研､医理研製のも

宜使用し､これの計数効率を13TC,の標準線源と比較し､それぞれ12%､10%としてあ

19占2年10月1日から19占5年9月末日までの測定結果を図把示した｡10月から1

まで変動が激しく､ほっきりした春季増大ほ見られないが､5月頃やゝ増加の傾向が見られ

の後占月中旬にやゝレベルが高くなっている｡7月以降はレベルがしだいに減って行く傾打

ている0しかし昨年の同時期におけるレベルとほゞ同じになっている｡

参 考 文 献

1)各種の集塵装置の放射性浮遊塵に対する効率の測定について

渡 辺 博 信､ 他 放医祈年報､ 昭和5占年







日本近海の放射能

海上保安庁水路部

日向野 良 治､ 長 屋

塩 崎 愈､○背 jj 義

石膏根 誠
一

前年に引続いて､太平洋､日本海の全放射能測定､核種分析を行なったのでその結果

汚する｡

全放射能は太平洋側で､58年5月～5月にかけて12～15dpm/〝と､57年9

dpm/どより高い伯を示している｡日本海側でも58年5月に95dpm/どの析をホし

57年5月の4～5(ipnレぜより高くなっている｡

核符分析の結果ほ､90Srの濃度は0･2～0.4〃｣上e/ゼ､これに対し1コ7C涌里農せほ

一叩C/gであった｡これほ昭和5占年以前よりも小さくなっている｡

35､36､37年度に於ける主要港湾の

パック｡グランド調杢結果について

海上保安庁水路部

日向野 良 治､ 長 屋

塩 崎 愈､○背 戸 義

石曾根 誠 一

水路部でほ55､5占､57年の5年に亘って､横浜､神戸､名古屋港のバックグラ:

行なって来たがその結果について報告する｡各港15～1占測点を設け､海水､海底土1

夫々についての全放射能測定及び核穐分析を行なった｡港湾水の全β測定値は5年間をi

2･5dp皿/gとEi本近海と大差ない｡海底土の全β測定値は､55､5占年にほぅ～占･

あったが､57年には12～15dpm/′gと2～4倍に増加していろ｡

核稚分析の結果ほ､海底土ほ55､5占年度は変化なく､57年昏には､令β滑ほ借JF



クリスマス島周辺海水の放射能汚染について  

海上保安庁水路部  

日向野 良 治、○塩 崎・ 愈   

背 戸 義 明、 石曾根 誠 一   

クリ云マス島周辺の海水（0～5（コ〔＝m）について、90Sr、137Cs、l＝Ce の核種分析を行な  

った。南赤道海流、赤道反流、北赤道海流相互間に、放射能の差が認められ、水平分布が海流把よ  

り影響を受けていることがわかる。90Srとl“Ce の両核種の垂直分布の間把著るしい差が認めら  

れた。両核種について、水温、現場密度との関連性について考賀を行った。放射能レベルは全般に  

低く、特に南赤道海流では、反流、北赤道海流よりも更に低くかった0  

照洋丸によって採取された海水の00Srど＝Cs  
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雄、○猿 橋 勝 子  
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富
 
 

気
 
 

金 沢 照 子  

19る2年7月末から8月拓かけて、照洋丸紅よって採取された海水試料について、90Sr およ  

び13†Csの分析を行なった。その結果を第1表に示す。表面水については90Sr は0・1～0・4〟〟e／  

g、137Csほ0．2～0．7〟〟e／ゼでCs／Sr比は0．7～2．9（平均1・8）であった0この比ほ従来、  

われわれが北太平洋西部海域において得た値の平均値1・2とよい一致を示す0500mまでの鉛直  

分布については覇者な変化がみられなかった○  
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日本近海の海水の放射能

気象庁海洋気象部

秋 山 勉､○中 沢 雄 平

由 良 武

1･詞奄海域および時期

昨年までの発表会において19占2年占月までの測定結果を報告したので､それ以降1

年占月までの測定結果について報告する0

調査海域は従来とほとんど同じく太平洋側は540Nから450Nにおよぶ15lO E

本州東方海域､270N以北で1520E から1400E におよぶ本州南方海域､280工

で152DE 以西の九州南西方海域および日本海の海域である｡この他290N､1550

方定点海域では5月末から11月始めにかけ杓1週間おき把採水した｡

なお19占5年占月に行なわれた深海観測で深海水を採水し､放射能の測定を行なった

2･測定方法

従来と同じく､科学技術庁編｢放射能測定法｣(1957年)に従って共沈法(Fe-B

により処理し､GM計数装置で全放射能を測定した｡測定値の換算には1.55×1ロー各キュ

酸化ウラソを比較試料として用い､榊C/gであらわした｡

5.測定結果

川 表面水の放射能

19占2年前半ほ､調査海域全域とも5〟〟C/g前後を示し､本州南方海域､日本海､

～占〃〟c/gの値が観測された｡19占2年7月以降の測定値ほ第1表に示すごとく､

年後半初頭でほ日本海がひきつづき5〟ノ上C/g前後､最高値ス9〟〟cノ/gのはかほ､全誘

くぶん減少の傾向をみせ､2上川C/g前後となった｡11月は試料敷か少ないため全域(

はわからないが､本州南方海域でほ4J上〃C/g前後､最高値4.9〟〃C/′gが観測されたく

19占5年に入ると本州東方海域以外ほ全域とも増加の傾向を見せ､本州南方海域で7

70〟ノ上C/ゼ､日本海で5.7J上〟C/ゼが観測された｡5～占月の観測でほ､全域とも5

g前後と増加しており､特に日本海ほ､175､1ス4上川C/gという異常に高い値が1

れた0このはか東支那海で91〟〃C/g､本州南方海域で占.1J上〃C/g等の値が観測さ｣

る｡



第1表 表面水の放射能測定値

単位:〟〟

19占2年
7～9月 10～12月

19d5年
1～5月

本州東方海域

本州 南方海域

九州南西方海域

日 本 海

0.0 ～ 2.0

ロ.5 ～ 5.0

0.9 ～ 2.5

5.1【一 三9

0.4 ～ 4.9

0.5 ～ 2.5

1.4 ～ エ2

2.5 ～ 5.5

1.8 ～ 5.7

8

4

4

7

1日

n〕

一L

8

(21中層水の放射能

本州東方海域と本州南方海域の中層水の測定値は第2衰に示すごとく､両海域き

向を示しており､南方海域の500m層では5.2卯e/gという値が観測された｡

第2表 中層水の放射能測定値

単位:〟〟

海 域 本州東方海域 本州南方海域 本州東方海

19占2年8月 19d2年10月 19占5年

0.4
～1.5

0.7
～1.7

1.1 ～ 2.5

ま8 ～ 5.9

1.8 ～ 2.7

2.5 ～ 5.2

(引 深層水の放射能

`19占2年11月の本州南方海域の観測で1点と19占5年d月の深海観測で日

点で深層水を採水した｡その測定値は第5表に示す通りで､これ等も昨年の測定値

かなり高い値を示している｡



第5表 深層水の放射能測定値

時 期

単位:〟〟

19占2年11月 19d5年占月

2鼠90N15エ90E 40.80N144.占O E 40.40E148

‡ f

4.考 察

試料は従来と同じく､採水後計測まで大体50日から占口目を経ているので､測定値か

時の放射能を正確に推測することは出来ないが､日本近海の全放射能ほ､昨年に較べて全

増加の傾向が見られる｡特に日本海においては､1958年後半から1959年前半にか

ビキニ､ユニエトックにおける連続核実験の最盛期に観測された値に匹敵する高い値が斬

たことは注意すべきことである｡しかし､これが直接の落下塵挨によるものか､一旦地上

したものが河川水と共に流出したものであるか､その他の理由によるものであるか不明で

今後の調査をまちたい｡また､深層水も次第に高い値が観測されるようになったことも注

することである｡

深海用r線測定装置とその測定結果について

気象庁海洋気象部



改良を加えて19占2年

11月よりはば満足すべき状

態で実用している｡

この装置は､耐圧容器に収

納したシンチレーション･カ

ウンターよりのr線の′ぺルス

および水晶時計の発振による

タイム･マークを､内蔵の自

記装置で自記させ､撤収後解

読する方式であり､ロ～5000

汀=乃任意の層のr線強度を知

る事ができる(Fig.1〕

2.測定結果

日本近海の数点について測

定した結果ほ､Table.1お

よびFig.2 に示すとおりで

ある｡

これによれは､宇宙線の影

響は50～100mまででほ

とんど吸収されてしまい､

100Ⅰ甘以探の層では探さに

関係なく計数値ほほぼ一定に

なる｡また測定点相互の間に

も計数値の有意の差は認めら

れず､r線強度ほ一様に占 O

Cpm 前後の値を示している｡

現在のところ､この測定装置

の検出可能な範囲では､海洋

深層の汚染はみられない｡

5.結果の考祭
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すが､これにほ測定装置の材質や､回路の電気的ノズル等にもとずく計数値(baek

も含まれていると考えねはならない｡海水のr線の強さは､装置のback
ground

た計数値になるが､実験的にこれを定めることは困難であるので､海水中に存在する

物質の量からこの測定装置にかゝってくる計数値を理論的に求めることを試み､つぎ

設定した｡

∝

(c･P･rn)ミ/●∑C･÷4汀r2･dT･

c･占.02 xlO23j･S

β〟mM

上式において

LLrn:absorption coeff Gて7計′g〕

占.02 x lO23 ､ S
j

M 4花r2
e-β〟mr

β-｣⊥･1l～ラーt

P:density of sea water

C:concentration
of nuclide (g/c射

M:molecular
wt

^:disintegration const

S:Average
cross area of a detector(crystal)(r諸)

である｡

今､天然海水中のE40把よる計数値を上式より求めると大体5～10cpⅡ-程度と

わち海水のr-SOurCeのほとんどがK40に起因すると考えてもよいならば､この測

back ground 計数値ほ5ロ～55cprn程度と考えられるが､なお今後検討を綻

Table.1海水の層別r練強度

単俣

測 定 場 所

位 置

ス ル ガ 湾 千 島 海 溝

5ま00N158.ロOE

S 57 11.17

40.90N144.80E

房 総

54.70Nl

S 58. 5.2占

14 4

S 58. 7

528 -

128±5.

1ロ9±4.

98±4.



測 定 場 所 ス ル ガ 湾 千 島 海 溝 房 総

位 置 55.00N158.00E 40.90N144.80E 54.70N159

S 5エ 11.17

占 O m

7 0 m

8 0 m

9 0 m

lO n m

2 0 0 m

5 0 0 m

4 0 0 m

5 D 口 m

l,0 0 0 m

l,5 0 0 m

2 0 0 0 m

2,5 ロ O m

5 口 0 0 m

5,5 0 0 m

S 58. 5.2占 S 58. エ

nU

nU

7

ノむ

2

ヱJ

,0

2

0

0

1

ノ0

′0

∠ロ

′0

′0

′0

′0

占7士5.

占4士5.

占1士5.

59士5.

dl±5.

占0士2.

東京湾海底堆積物中の90SrJ3TCs､144Ceについて

社団法人 分析化学研究所

浅 利 民 弥､ 千 葉 盛 人

渡 部 欣 愛､ 鈴 木 孝 昭

石 井 実､ 河 野 克 巳

原子力の平和利用の進展に伴い､放射性廃棄物の投棄などによる海水の放射能汚染の増加

されるが､都市沿岸の海域では､都市廃水の流出による有機物の堆積にともなって放射性核

墳が考えられる｡そこで当所では､昭和5占年度把続いて､海底堆積物中の放射性核種の分

ついて検討を行なうと共に､東京湾把おレナる放射能濃度の測定を行なったので報告する｡



している0これは試料を冷塩酸浸出把よって処理する方法であろ0海路椚青物ま障土

質が異なり､有機物や粘土鉱物の堆積が著るしい事から陸士についての方法をそのま

については､その可否が不明である0そこで有機物等を分解するため､熱王水浸出法

る方法と､土壌についての冷塩酸浸出法の二通りを行い､両者の方法による分析値を

熱王水浸出法把よる結果ほ､90Srが12～55抑e胸sompleの範囲であっ

5占年度に同様な方法で分析を行った値と較べて大差はない｡

冷塩酸静出法による値は､先の方法に比較し若干低い値が得られ､90SrはZ5～

晦sarnPle､13TCsほ､占1～15占抑C/晦sampleの範囲であった0熱王水青

酸浸出法による測定値の差ほ有機物の含量が高い試料に大きい傾向がみられた｡

1=Ceについてほ､その標準試料が無いため､90アを標準として計測した結果ほ､

mJIc//侮 sarnPleの範囲であった｡

尚､試料の化学分析を行ない､化学組成と放射能濃度との関連について検討を行な､

次匠試料採取位置および90Sr､137Csの分析結果を囲および表に示す｡

試 料 採 取 位 置



90Srおよび137Cs分析結果

出 法熱 王 水 浸･

試料瓜 90Sr射埼几gSarnPle 即〔:

ロ 12.5 士 5.8

■

2 2占.5 士 95

5 1チ7 士 4.4

4 12.4 士 5.5

5 14.8 士 5.1

占 55.4 士 4.占

7 2占.8 ± 4.1

8 28.8 士 5.2

9 55.0 土 占.7

10 1占.9±5.4
u

冷 塩 酸 浸 出 法

s丑山γ曳g
Sample 9CSrJILL摘Sample 13Tcs〟〟C/kg S

171.5 士 1ヱ占

2占鼠8 士 22.1

155.2 士14.9

105.4 ± 11.1

95.5 士 12.8

171.占 士 15.9

25鼠d ± 20.9

14鼠□ 士1占.7

21ま0 士 20.5

74.1 士 鼠2

ヱ5 ± 2.5

11.7 士 2.9

12.7 ± 5.1

12.5 ± 2.2

る.占 士1.8

14.占 土 2.占

15.9 士 2.占

ヱ7 士 2.1

18.5 士 5.8

90 土 2.d

ラ郎長州山一ニh11elか

轟竃周一小
海水中の放射性核種の捕実について

(水酸化鉄形イオン交換樹脂の利用)

占占5.0 ±

155.7 士 1

11鼠8 士

105.5 士 1

70.7 ±

95.1 ±

122.7 ±

81.7 士 1

88.d 士

占1.7 ±

放 医 研

○渡 利
一

夫､ 小 柳 卓

伊 沢 正 美

核爆発実験の影響および放射性廃液の海洋投棄の問題から海水中の放射性物質の濃度を知･

は毒要である｡特に海水中に含まれている放射性物質の濃度が小さくなる程､多量処理の必

り､且つ海水の塩濃度は河川水に比し大きいため効率よく描集､処理することがかなり面軌

これまでは､主として水酸化鉄共沈法､或いほ対象とする核種の特性に応じて多くの吸着執

られている｡一方､海水中での各核種の溶存状態を知ることも以後の分離､分析操作に必要一

である｡従って我々は､14,4Ce､13了Cs､106鮎､95Zr､90Sr等を対象とし､それらの竜

態を調べつつカラム法によって迅速に効率よく捕集する方法を検討した○浦集剤としてほ､】

ソ交換樹脂表面に鉄の加水分解生成物を生成せしめたもの〔以後水酸化鉄形イオソ交換樹脂



種を定量することの可能性について検討を加えた｡同時に水酸化鉄共沈法でも実験を行し

した｡
(占:†2)

実験-(水酸化鉄形イオン交換樹脂の作製)

塩化第二鉄の濃厚溶液にH形にしたDowex 50W x 8(100～200メッシュ)を加貞

形托したのち水洗し1.5M.アンモニア水でアルカリ性にする｡これをpH7 になるまでオ

のを用いた｡

(試料溶液の調整) 海水にトレpサーとして144Ce､137Cs､106軋.95Zr､85Sl

炭酸ナトリウムまたはアソモニヤ水で種々のpHに調整する｡ルテニウムについてほそ¢

動の複雑性から種々の化合物を合成して加えた｡

(操作〕 基礎データを求めるため先づバッチ法で実験を行った｡すなわち､5ロmJ

液把0.5gの風乾した樹脂を加え静置､振立､または加温する｡一定時間後に水溶液中♂

測定し吸着率を求めた｡得られたデータを基にしてカラム法で実験を行った｡実際の海カ

ほ500gの水酸化鉄形イオン交換樹脂を充項した声4r珊のカラムに千葉県勝浦沖で採カ

50gを通し流出液は蒸発乾固する0同時に同量の原野水を蒸発乾固する0樹脂相およこ
発残埼について夫々r線スペクトルを測定する｡

共沈法ほ常法に従い実験を行なった｡

(結果〕 バッチ法で得た結果を下に略記する｡

○水酸化鉄形イオン交換樹脂の効果-H形イオン樹脂､鉄形イオン交換樹脂は海水中

陽イオンとイオン交換反応を起し吸着能力ほ低いが水酸化鉄形イオソ交換時川旨は吸着能才

○実験条件の検討

静置した場合､加温した場合､振蓋した場合の吸着率と時間変化の関係を求めると､加

とにより最大吸着率に達する時間を早めることが出来､叉振塗することにより更に時間量

とが出来る｡

○接触時間と最大吸着率

144Ce､95Zr､196mユ とも定量的に吸着するが､前二者が比較的早く平衝に達する仁

1U6Ruは長時間を要する｡お5Sr､13TCs ほ夫々40%､20%以下の吸着率を示す｡

OpHの影響

PH 5～11の範囲で144Ce､95Zr､106Ru､13TCs ほ大きな変動ほない｡85Sr ほ

感でありpHの増大に従い吸着率も増大する｡

○塩濃度および担体添加の影響



する｡

○原海水5ロゼ処理の結果

原海水5ロゼの蒸発残埼とカラム流出液の蒸発残埼のr操スペクトルを測定した結果､

められた95Zr､108馳-144Ceのど-クほ後者では認められない｡

(考票)

144Ce､108比h95Zr､等のr放射体核種についてほバッチ法およびカラム法での結

法を利用して多量の海水中より効率よく浦集しそのr線スペクトルの測定から定量するこ

であると考える｡

また海水中の微量の放射性物質の溶存状態については上記の結果および他の実験結果か

137Csについてほイオン交換吸着であろうと思われる0その他の核種についてほ更に詳し

行わねはほっきりしたことは云えないが､コロイド吸着という現象も充分考えられることt

実験室でのトレーサー実験の結果から実際の海水中の溶存状態を予想することは無理であ

し水酸化鉄形イオン交換樹脂からの脱着､またほ溶離により吸着核種の相互分離を行なう:

吸着機構を知ることほ重要であるので更に検討を加える予定である｡

尊1Merill･Lydon･Honda･Arnord:Geochim.

Cosmochirn･Acto18,108(19占D)

尊2 坪田､渡札伊沢､日本化学会第1d年会(19占5〕

渡利､小机伊沢､第7回放射化学討論会(19d5〕

海水中の放射性核種の捕集割としての二酸化マンガン

国立公衆衛生院

山 県 登､○岩 島 テ

原子力利用の開発にともない核分裂生成物だけでなく原子炉運転にともなうcorrosion

ductとして60Co､5DFe､65Znなどの誘導放射性核種が陸上および海上の原子炉から摘

出され､これらによる海洋の汚染が問題にされるようになってきた｡

なるべく化学的操作を簡略れて海水中のこれら核種を描集し､ガンマスペクトロメータ



トープ(carrier-freeまたは高比放射能の)をトレーサーとして海水に加え､PH

状態を保たせ､58mゼの海水に対し0･5gの特級粉状二酸化マンガンを加えて振り摘

た0(Tablel)｡

Tablel･Removalof Radioisotope in Sea-Water by Shak

With Powdered Manganese Dioxide

Radioisotope

54皿1

55
5g托

60Co

05Zn

95Zr-9卦Jb

l=Ru-10Ⅶ1

144Ce

51CrO4

89Sr

13TCs

Removed (%)

100.1士 0.2

9占.1土 2.5

180.0 士 0.1

9R9 士 ロ.1

9チ9 士 8.1

10口.0 ± 0.1

9鼠8 士 0.1

14.5 士1.2

5♀5 ± 0.7

1.8 士 8.1

核分裂生成物ではキsrと137Cs､COrrOSion productでは5･Crがこの方法で

されないが､他の核種については定量的把捕集され二酸化マンガンの使用量は試水の0.

有効である(Figl､2)｡

さらに多量(10ロゼ)の海水を対象にする場合ほ粉状二酸化マンガンでは炉過速度

で､粒状二酸化マンガンを使用し､海水5ゼに10gを加えた実験でほ80Coほ2時間

で完全に浦集され(Fig5〕､その状態で1昼夜放置しても二酸化マンガンに描集され

離脱しない｡(Fig.5)

1ロ0ゼの海水から出発し､550gの二酸化マンガンに描集された放射性核種を5

沃化ナトリウム･クリスタル(10rⅦ鉛､2･5r椚水銀シールド〕を使用して測定する際

は次のとおりである(Table 2〕｡

これらの核種が海水中にいかなる化学的､物理的状態で存在するか､またトレーサーー

が現実の場合にそのヰゝ商用呉れるか問詰でふろが､一つの謝品シl†恒子せ日の軌連荘i
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period(min.)
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Fig.5

Table 2.Detectionlimits of the proposedrnethod for

Certain radioisotopes which may be present

in sea-Water When applied tolOOlitre

sarnple

Radio-

isotope

Photo-peak

energy

Detection

limit in

Sea-1Vate r

Mev 〟C./加1.

7

ZJ

O

9

イー

7つ

1

2

1

1

1

1

1Ⅹ1け-p

2Ⅹ1ロー8

2Ⅹ1什-0

5Ⅹ1ロー○

1 †r ln-○

Partialpermissible co

tionin sea-Water*

〟C./ml.

5
_Ⅹ1ロー月

5 Ⅹ1ロー8

つ 1, 1∩_....8



Table 5.Esti王nates Of the Levelof Radionuclide3in sea-Wa

Location

川 550ロ81N.,

1290451E

(21 5400占tN.,

152057IE

(引 550441N.,

15dO o5IE

Date 95Zr-=Nb lO8Ru-108Rh Chlorinit

(〟〟e/1)

l占5.エ50 1.5

t
d5.8.1 1.0

I占5.8.5 2.d

(〟〟e/り

く 5.9

く4.7

く11.8

(11 the Sasebo Harbour

(21 the Kure Harbour

(引 Tsuruga Bay

なお二酸化マソガソに描集された放射性核種の分離把ついて若干検討したので報告する｡

コバルトおよび亜鉛の海産物における恐縮係数

国立公衆衛生院 山 県 登

動物蛋白の資源を主として海洋把負っているわが国では､海洋の放射能汚染の国民の食事

与が欧米に較べて造か把大きいことが予想される｡そこで､ある放射性核種の海水中渡度が

場合､海産物を通じて国民がどれだけこの核種を摂取するかを予想するため酌ま､平衡状態

した場合､当該元素の安定核種把ついての知識が役に立つであろうと考えた｡

日本人に対する標準献立のうち海産物をまとめたものにつきZn とCoを分析した結果ほ

れ12および0･05ppm(生鮮物中)であった｡また海水中のZn､Coの濃度の文献値#一

ぞれ1･5～1･5､0･58～0･d7J↓g/gである｡従って､いわゆる濃縮係数の概念を単一生

うことでなく､日本人の摂取する海産物の標準的組成という総合されたものに当てはめて考

海産物/海水の濃縮係数ほ､Znでほ0.8～1×104､Coでは45～80となる｡

この数値を使用すれば､NAS-NRC のT)ubl.占58(1959)把元



Zn､Coの一日摂取量ほ海産物を通じそれぞれ､1･2mg､5〟gとなる0これほ海:

□･8～1×103､4･5～8gに相当する｡もしNAS-NRCの港湾､沿岸水に対する

85Zn2xlO~b､60Co5>く10-9〟e/血ゼの濃度が長い期間継続し安定元素との問､毒

物との間に平衡状態が生じたとした場合､日本人の一日摂取量ほ85ZIl;1.占～2×

60Co;1･4～2･4×10-E〟eとなる0職業人に対する最大許容一日摂取量は85Zn;

□.占d〟C である｡

周は海産物を通じてのZIlとCoの全食事による摂取への寄与が日本人と米国でど(

かを示したものである｡

仁山十王一万扁よ-㌍mヤふふrhヤ⊥74.8

】
Japatl U｡SJL

14m針旬 17m且/d
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2.8 2.7 2.7
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-9咽奉鞘如放射性物質
放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道､ 上 田 泰 司

鈴 木 譲､ 村 越 善 次

1･緒 呂

19占2年8月中旬に､中部太平洋で描重されたメバチ､キハダ､ピソナガ､タロカワプ

の計19尾の魚体各組織､器官の放射性核種の蓄帯状態を調べて､■1954年～1958句

況と比硬するとともに､これらの結果にもとづいて､洋上に降下した放射性物質の魚類へ¢

の経路とその程度について考票を進めることを目的として調査研究を行なった｡



2･試料魚

分支された19尾の試料魚ほt何れもほえなわによって捕獲されたもので捕獲掴

1図に示7とおりである｡

lヽヽ

ヽヽl
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u
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円
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15N
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t:;ニー
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■_■

1古口W

○仙叩AIIIs8

fI習芸Ul
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155W
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10N

メノサ2●8t｡8
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St｡12
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早Ⅳ

メ′守･5

キハダ1

5

St｡14

8/18●

ロ

ノバチ･2

車′す2

8/2D
St.18カツオ1
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●カジ中一l
キ′す1

bOHRIST
St｡29

8/つ5●和す

S｡Ⅰ

0

キハグ2

ビ1畏:2

8t｡25

.8//25

1d5 1dO 155W

第1図 試料魚描接地点



第 1 表

試番⊇ 描 獲 月 日

捕(遠謀嘉篭置
8/14 No.8

15021l～15025IN

l占2020I～1占20241w

8/1占 二No.12

D7004I～070101N

･1占ヂ09l～1占50111w

8/17 No.14

04022l～ 040521N

l占ヂ21Iw

キハダ

キハダ

メ′ミチ

メバチ

メバチ･

8/19No.18

02001～ 0lO5占tS

ldヂ00IlV

キハダ

キハダ

ビン長

ピソ長

8/22 No.25

00002l～ ロ0007署N

15805罰Ⅴ

カツオ

クロカツ

カジキ

キハダ

8/24 No.29

妻0lO55l～0lO51IN



魚 の 解 剖 記 録

ゾ ウ 各 器 官

ユウモソスイ 卵 巣

重 量 g

精 巣 胃 内 容 物

1占5(サンマ(餉〕1尾
_

~■■∴

~
′ ■ 二

▲__フグ頬 体長2ロr

1占5(三さ蒜甥主2尾)

-(]こ書芸1尾､小魚1

40(]こ言君恩
20(小魚 1尾J

50(小タ コ〕

な

540(矯姦±蒜ビ､自

205(言詣1讐J亨品昌
な し

200(‡妄言譜〕2尾1

5占0(芸;三讐晶苧2尾〕
な し



5･実験および結果

川 魚休表面サーベイ

シンチレーションサーベイメーターのヘッドをビニール布で包み､直接魚体把ふれ｢

た0その値はバックグランドを上下し､いずれの試料魚も人工放射能を検出しえない奉

った01954年および195占年の第･1次および第2次俊 九捕担魚では体表におし

工放射能を容易に認知し得るものがあった1もミ､今回の19尾中にはシソチサーベイむ
放射能を検知し得るものほなかった｡

(21r線波高分析

測篭器は東芝製25占チャソネルr線波高分析装置でクリスタルほ5〝声×2〝(モ

使用した0生試料をすりつぶしたのち､塩化ビニールの測定用バケツに入れ15～1(

測した｡

一例としてメバチ(鰯占)の各紙織のr線波高分布を第2図に示す｡

この実験に使用した波高分析装置ほ高エネルギー部において比例増布器の直線性が讃

ケールが若干寸づまりとなる欠点がある｡しかし､第2図は同一装置で同条件におい1

たものであるので､各種試料中のr線波高分布の相対的な差異を論ずることが出来る｡

自然放射能40E(1･4占MeⅥのピークのほかに､いずれの組織にも85Zn(D.51M.el

圭血相1eV〕と考えられる二つのピークが認められた｡

この85Zn の確認については後述する｡

エラと腸にほ85Zn の二つのピークのほかに95Zr+95Nb と考えられるピークが詔

た｡

この日5Zr+95Nbのピークは筋肉､肝ゾウなどにはほとんど認められないが､エラと

にかなり明瞭に示されている｡その原因は､放射性降下物にかなり顕著に存するp5Zr

が､海水懸濁物､プラソクトンなどに吸着または吸収され､これら懸濁物やプランタト

ブラシ状のェラに附着したり､食物として腸内へせっ取されたことによるものと考えモ

稀土類元素ほ､消化管より吸収されて魚体内組織に蓄酷され難いことが実験室飼育煮

ても示されているが､か太平洋汚染魚でも同様の傾向であることを上記の測定結果は弄

る｡
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第2表 試料魚

魚 種 及 び 学 名

/; チ Parathunnus
mebachi

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〟〟c/顆Fresb(生組織)

2.42 士 0.78

2.41士 0.80

1.82 土 ロ.42

5.80 士 0.占1

1.d2 土 0.20

Ca%

5

5

5

4

5

キ ハ ダ Neothunnus macropterus

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〃

〃

〃

〝

7

1

2

7

8

∩】

1

2

イ■

1

王J

5

5

5

5

占.27 士 0.81

1.07 士 0.41

2.77 士 0.40

孔04 土 0.82

2.d5 士 0.80

5.45 士 0.81

5

5

5

,0

5

ビ ン ナ ガ Thunnus
alalunga

〝〝1.95

± 0.41

5.45 士 0.20

カ ツ オ Katsuwonus
peramis 4.85 士 0.85

クロカワカジキ Makaira maヱara
チ54 土 0.8占

すなわち､骨では90Sr のSU(Calgあたりの=SrJLLLc)で0.05～ロ.45 であり

この値は､北太平洋側の表面水のSU254)に比べるとかなり低い0これほ魚のCaと

とのDis･Crirnination factor によるものと思うが､この点に関しては筋肉その他g:



中のストロソチウム9 0

皮 お よ び ウ ロ コ

S口匝〟e//セ Of Ca〕 脚C/晦Fresb (生組織) Ca%//灰分 SU(〟〟c/g of

〔..12 ± 0.04

0.12 ± 0.04

0.09 士 0.02

0.18 ± 0.05

0.08 ± 0.01

10.5占 ±1.占0

11.20 ± 1.占0

12.24 士 2.07

18.54 士1.44

1ス占□ 士1.92

1貸08 士 2.1占

鼠5占 土1.17

07

5

4

nU

8

0

1

5

Jb

4

ノb

2

′0

5

ヱJ

ZJ

ZJ

ヱJ

ヱJ

ヱJ

≡J

0.55 土 0.0

0.55 ± 0.0

0.59 ± 口.0

0.58 ± 0.ロ

0.55 土 0.0

0.55 士 0.0

0.29 士 0.0

0.52 ± D.04

0.05 ± 0.02

0.14 ± 0.02

0.20 ± 0.04

0.15 ± 0.04

0.17 ± ロ.04

11.97 士1.17

1占.52 ±1.92

1占.74 ±1.55

12.1占 士 1.占0

15.5占 ± 2.24

1占.00 士 2.5占

nU

5

5

5

′0

nU

4

5

て〕

ZJ

5

5

nU

8

2

ノ0

4

5

ZJ

てJ

ZJ

0.57 士 0.0

0.51 ± 0.0

0.54 ± 0.0

0.58 ± 0.0

0.48 土 0.0

0.50 ± 0.0

0.10 ± 0.02

0.27 ± 0.01

15.44 士1.92 0.42 ± 0.ロ

0.24 ± 0.D4

0.45 士 0.04

れたが､最近の汚染魚については検査されていない｡85Zn のr線エネルギーほ…Co

ため､r繚波高分布だけでは85Zn であると結論し難いので､次の放射化学分析を行

第5図に示す方法により､メバチ､(彪占〕の普通肉の灰に担体を加えて分属をし､

ヽ7
■

丁のZni両分のr縫う好意分二転は〕監準85Zn のど-ク



灰分(10gに担体としてFe3､Sr2､Zn2､Na+50mgと8
し･､5,050叩mを添加

Hel小過剰

P(第一属)

(200 epm〕

P(第二属)

(100 cpm)

NH40Hで中和

Hclを加え0.5NのHel酸性溶液とする

H2Sを飽和

第三属

Hc】酸性液

(第二属残り)トconeHNO3(Fe2→3)

P F

/(80epm〕

P

(180epm〕

(第四民〕

MnS､ZnS､Cos､

lJハしH

P(100cpⅡl)

融1

CH3COONH4

CH3COOH

NHiOH

NH塵 Cユ

】

F

F

(第五属以下



(51魚肉中の13了Cs量

定量法ほ魚肉灰試料10gをとり､モリブデン酸アソモソセシウムの沈澱を作

NaoI‡にとかし徴酸性とした後､塩イヒ白金酸セシウムとし｡医理研製ガスフロ

ラソドカウンター22型を用い測定した｡

測定結果を第5衰に示した｡

第5表 試料魚肉中のセシウム157含量

13TCs J堪ら/kg

(生試料)

K %

(生試料〕
137Cs 〟〟C
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即ち､137CsのC口は2.0～ヱ1であり､魚種に依る差異は認められなかった｡

4.結 語

川ト1954年～1958年の放射能汚染魚ではGMサーベイメーターによる魚体∃

-ベイによっても容易に人工放射能を認め得る程度の汚染魚があったが､今回の圭

手した19尾についてはシソチレーションサーベイメーターでは､その放射能を垂



レ｣魚骨の…Sr ほ1.07～鼠54〟〟C//晦 (生組織)(0.05～0.45S口)､皮およびウ

の90Sr ほ95占～18.54/上〃e/晦(生組織)(0.29～0･58SU)であった0

ヒ1メバチ筋肉中に65Zn の存在を放射化学分析ならびにr縁故高分析によって確認した0

肘 魚肉中の13TCsは占.1～22.5J上〟c./昭(生組織)(2.0～ス1Cロ)であった0

5.文 献
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in the Effect andInfユuences of the Nuc]ear Bornb Test Expユosions
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5)WHO/FAO Expert Committee:Methods of Radichemica】Ana]ysis,

FAO Atomic Energy Seriesノ拓1(1959)

4)FAO: Radioactive Materia]sin Food and Agricu]ture,FAO At

Energy Series
j拓2(196O)

可 佐伯誠道､岡野真治､森 高次郎: 日水学会誌 20 (10〕､902(1955

22(10)､占45(1957)､分所化学占(7)､445(1957〕0

(追記〕

本実験施行にあたってほ東京大学吉野鎮夫氏ならびに当研究所放射能検査課各位から魚体解

御協力賜わった｡

海洋生物の放射能汚染除去について

アサリの13TCs及60Co汚染除去

水産庁東海区水産研究所

○戸 沢 暗 巳､ 渡 辺 和 子

海洋生物の人工放射能汚染レベルは現状でほ非常に低いと考えられるが､廃棄物その他新ヂ

洋に加えられる放射性汚染の増加を考慮して､汚染除去につき予備的な実験を試みた0
._

_
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液ほ用いなかった｡

137Csと60Co
とでほ前者の方が除染率がよい0131CsでほM/100CsC]溶液及び

酸ソーダがよく､18分間洗准で除染率ほそれぞれ4ロ及び4d‰80Coでもクェソ

よいが､除染率ほ25%程度であった0しかしこれ等除染液が特に効果があるわけでほ

水でも大差ほなかっナd海水ほ殆んど効果が認められない｡リソ酸ソーダほ除染効果ほ
細粒が溶解してしまい使用の意味がない0筋肉部と内臓部とでほ前者がほるかに除染率

また洗瀬時間を50分にした場合137Csでは除染率が相当よくなるが､80Co でほ10

大差なかった｡

1･飼育による除染

飼育水ほ天然海水を用い､飼育期間中に水を替えない場合と1日おき紅替える場合

また人工海水に担体としてCsC】及びCoC]2をそれぞれM/1008及び叫/2000に

加えた飼育水をも用いた｡

結果は1=Cs､88Co ともいづれの条件で行なっても大差なく､飼育水の交換及びモ

やや効果がある程度であった｡

除染率=〔1-
飼育後の放射能

飼育前の 〝

〕×100%

とすると､除染率ほ11日後に=TCsで55～占5%､60Coでは50～40%で13

除染率がよかった0筋肉部と内晴部を比捺すると､いづれの場合も内臓部の除染率が

2･洗瀬による除染

除染液として13TCsの場合ほ水道水､叫/100CsC】溶液､5%クエン酸ソーダ溶

酸ソーダ溶液及び海水を用い､各1ゼにつきアサリ教組織5ケの割合で入れ､スタ･

200回転〕で10分及び50分横枠した｡

1962年度における海洋生物の全β放射能について

水産庁東海区水産研究所

中 井 甚二郎､○服 部 茂

本 城 康 至､ 木 立

虚 ノ｣ヽ ;■=｣ ===t
八人 ⊥▲ __.



1･生物群別放射能水準と種類による特性

19占2年4月～19占5年5月に得られた海洋生物の生物群別の平均放射能および

の最高値とその稀類を第1表把示した｡

第1表 挿類別平均および最高放射能(57年4月～58年5月)

生 物 群

物

物
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植
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圭

一
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最高放射能を示した言
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これによると従来同様ブランクトソが他の生物群にくらべ圧倒的に高く､主動物プラ;

の平均放射能ほ1,700dpm/0.5g 灰､主植物プランタトンのそれほ717dpm/0.5



557メガトンと云われた核実験の規模の大きさを反映した結果と考えられる｡

2･放射能分布の海域性

前報において海洋学的な面から測定の行なわれた本邦太平洋側を内湾域(東京湾

黒潮域､冷水域(遠州灘沖〕､黒潮反流域の5水系に分けて､そのプランタトン放

変動傾向を述べたが､本年の場合ほ1959～dl年と異なった現象がみられる｡

域ほ他の周辺の5海域にくらべ常に低水準にあるという現象はみられず､むしろ5

～12月ともに1地点でほあるがそれぞれ5,11d､5,927dpm/0.5g灰､の一

系別平均放射能としては最高の値を示している｡これほ採集時期が丁度冷水塊の終

生物学的に黒潮の強い影響を受けたためでほないかと思われる｡また内湾域におい

東京湾奥部の1地点でd,059dpm/0･5g灰という外洋でも稀にしか出現しない

た0この変化は主として核実験によるfalトout の大きさのためと考えられる｡

調査開始以来の上記5海域について4,000dpm/0･5g灰以上の比較的高い放射

域を検討した結果は次のとおりである｡

4,000dpm/0.5g灰以上の

出現地点衰

東 京 湾

沿 岸 域

冷 水 域

黒 潮 流 域

黒 潮 反 流 域

1

5

0

2

1

4,000dpm/0.5g灰長

点表各海域の

1.4

2.5

0

5.9

2.4

各海域ごとに測定地点､測定回数が異なりこの裏から性急に結論を出すことは酎

一応このような高い値が黒潮流域に出現する可能性の高いことを示している｡測定J

海域別にプランクトンの平均放射能をみると相模灘､鹿島灘､庭南のいずれの海域司

以来最高の値を示しているが､中でも従来極めて低水準にあった鹿島灘が19占2≠

の平均放射能が1,500dpm/0･5g灰以上を示したことは注目される｡19d2章

洋丸の中部太平洋におけるプランタトンの全β放射能の結果(放射能対策本部19`

57年における中部太平洋の放射能調査報告〕によると赤道反流域(4試料)で1,2

0･5g灰､南赤道流域(9試料)865dpm/0･5g灰､黒潮根元域である北赤道流麺

750dpm/0･5g灰を示している0この結果と19占2年本邦近海の黒潮流域お｣



5･放射能の経年変動

プラソクトンの海域別平

均放射能の経年変動を第1

図に示した｡19占1年9

月より北極圏における核実

験､19d2年4月にジョ

ソストソ島およびクリスマ

ス島における核実験が再開

された0 プラソクトン放射

能の経年変動をみるとこれ

らの核実験を反映して太平

洋側では1957年以来の

最高の値を示している｡す

なわち19占2年11月東

京湾の5,154dpm/0.毎

灰､房総沖相模灘では

0

米

叫

19占2年5月2,515dp町ぺ

0.5g 灰､遠州滞でも19d2

年11月2958dpm/0.5 盲
g灰､薩南では19d2年『

2月の2.718dprn//[.5g

死などである｡また19占2

年11月以降はいずれの国

も核実験を中止したが､こ

のことが19占･5年1～5

月のプラγクトンの放射能

に敏感に反映し､各海域と

もに低下している｡この傾

向は東京湾において特に顕

著である｡

東京湾を除いた房総沖･

相模灘､遠州灘では19占1
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くなるという共通した現象が見られる0しかしこの時期雨水にほ高い放射能が測卦

また放射能の減少がみられる19占5年1～5月にも依然として高放射能の起生頻月

れらのことは海洋における特殊性を表わしているように思われる｡

ネクトソ､ペソトスもプランクトン同様19占2年中に従来の最高値を示していZ

ソナマコ頬は筋肉･消化管内容物ともに従来と同じレベルにあり､1000m以深け

てほfall-Out の影響が少ないことを示唆しているようである｡

4･その他

核実験の頻繁に行なわれた19占2年度に測定されたプラソクトソ放射能の減衰ほ

と変らず､測定の行なわれたいずれの試料も採集後20～40日の半減期を示してぃ

1000m以深の深海性のネタトソ､ベントス､ナマコ類の放射能水準ほ19占2

年の水準と殆んど差がなく､水深別に見ても変化がみられない｡

ブランクトソ放射能の垂直分布について表層は高く下層に行く把従って低くなると

Out を裏付ける現象が認められた｡

95Zr-9珊bおよぴ108Ru-108Rhによる環境汚染

国立公衆衛生院

○山 県 登､ 岩 島

131CsおよびPOSr に次ぐ半減期を持ち､Fission Yio]dも高い放射性核種とし

95Nb､106Ru-106払および…fh-103mRh･の環境における濃度および日本人食事

在量を測定した0分析方法は主としてガンマ線スペクトロメトリによったが108馳-10

105馳-103m拙
の分離定量には場合によりベーター線のエネルギーの違いを利用した

析によった｡

1･いかなる食品群から人体に入るか

これらの核種が人体に侵入する径路として､浮遊塵の分析値(図1に19占1年1

19占5年9月までの値を示す)から肺におけるretentionを100%と仮定して

‖川石山-108馳ほ19d5年1月で1〟〟e となり､径口摂取に較べると遠かに小さ

=Nb も同様である｡表1に示す食品群別の1=Rロー1=f払の轄取暑はい人血ス度塵



106Ru-1=拙ほ五日市(成人〕5占士42､五日市(幼児〕占0士29､中野(成人

25上川C､平均58〟〟Jが1日に摂取され､臼牒Zr-95Nbは成人で77～142､

〟〟c､幼児平均102J用e であった｡

5･海産物による濃縮

95Zr疇-95Nbおよび#Ru-#Rh
の海藻および貝類による濃縮を佐世保､呉､およ

で調査した結果ほ表2に示すデータから､95Zr-95Nbでは海藻150､貝類85､#]

でほ､海藻55D､貝類540および880の値が得られ､特に海藻の多量の摂取がこ

種の体内侵入の増大を釆たすことが判る｡

4･体内量の推定

これら核種は腸管吸収が小さいため体内蓄積による線量よりも､体内通過による胃腸

重視する必要がある｡
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T Cerea】s

TI Pu]ses,nutS
and fruits

Ⅷ Leafy
vegetables

Ⅳ Root vegetab】es

V Seaweeds

Ⅵ Fishes
and she】ユfishes

Ⅶ Meat,eggS andrnilk products

Location

〟〟e/day/
Pe rSOn

1

2

1

1

7

5･7

1
･
0
"
5
･
1

1･9

1･8

2･5一1･2

FLLLc/宮 fresh Contribu

food

5

0

07

2

nU

2

2

0

1

nU

nU

7

0

nU

●

-

●

●

●

_

nU

nU

O

O

l

nU

O

Tabユe 2.Conentrations of D5Zr-95Nb and
非Ru

一非Rhin

Sea-Water and Marine Organisms(JLFLc/]and

〟〟e/kg〕

Sea-Water Sea-Weed* shellfjs

キRu-#Rh95Zr-95Nb #Ru
-Rh95Zr-J5Nb

丼Ru-*Rh95



Table 5･Concentration Factorsin Marine Organisms

Sea-Water for95Zr-95Nb
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フォールアウト粒子の母俸物質について

大阪府立放射線中央研究所

○真 室 哲 雄､ 藤 田

松 並 忠 男､ 吉 川 和

フォールアウト粒子ほ核分裂生成物､誘導放射性核種および爆発に際して反応しなかっナ

物質を含んでいるが､これらほ粒子の主要構成母体である非放射性の物質内にほぼ一様にタ

いると想像される｡この非放射性母体物質の化学成分と状態に関する知識は､フォールアく

射化学分析を行なう際にも､またフォールアウトの各種環境物質中での蓄積や行動を調査毒

場合にも重要な基礎資料となる｡例えば､フォール･アウト粒子の水や薬品把対する溶解聖

子の母体物質の化学成分と状態華関する知識から理解できよう｡

前回報告したように､光学顕微鏡で眺めた強放射能フォールアウト粒子の色は､無色ま釆

のような淡色のものから､黄金色､黄褐色､赤褐色の中間色を経て､黒褐色､黒色の濃色い

でいろいろある0粒子の比放射能は淡色のものが比較的高いように思われる｡このような∈

は粒子の母体成分が粒子によってかなり異なっていることを暗示している｡われわれは､重

要成分金属元素の種類および色による含有率の相異を調べるためにⅩ操マイクロ分析を試革

走査型Ⅹ線マイクロアナライザを用い､適当な支持台上に載せた粒子に細い電子ビーム竃

これから出る固有Ⅹ線の波長分析を行なった｡実験の結果､鉄とアルミニウムが主なものて

なお微量のケイ素が含まれていることが判明した｡また､表把例示するように､鉄とアルミ

の含有比が､黒色､赤褐色､黄金色､無色の粒子の順に大きいことが明らかとなった｡表¢

びアルミニウムの含有率値は､試料の特殊性のためにかなり大きい誤差を伴っているとみ乃

が､含有比の傾向は明らかに示していると考えられる｡

なお､粒子について得られた鉄の走査Ⅹ線像から､鉄が粒子内に一様に分布していること

れた0 アルミニウムについても同様な結果を得た｡

実験に供したフォールアウト粒子ほ19占1年およぴ19占2年の秋に本研究所の構内匠

療



粒

子

色

山

平 均 19占2年12月1
直径

(〟〕

日における

β-放射能
匝l〟c)

Ⅰ 無 色 7 14.5

黄金色 1D 14.8

赤褐色 15 5.4

黒 色 14

__し鵬_⊥

I
15･5

フォールアウト粒子にみられるfractionation effect

叫･Jふか､ユーtけ叫づ
大阪府立放射線中央研究所

○真 室 哲 雄､ 吉 川

真 木 伸 文､ 桧 並J

藤 田 晃

核爆発に伴う非常な高温のために､あるフォールアウトのサンプルが､その核爆発･

射性核種の組成を必ずしも代表しないことがある｡このような現象は､一般にfract

effectと呼ばれている｡

われわれは､19占1年11月に採集したフォールアウト粒子について､主として[

にみられるfractionation effectを調べ､前回報告した｡その後､19占2年

も再び盛んな強放射能フォールアウト粒子の飛来をみたので､これらを採集し､ガンー

ロメトリによって短半減期核種99旭,131Ⅰ､140Ba+140Laなどにみられるfract

effect を調べた｡また､数10個の強放射能粒子にアルカリ熔融の前処理を施し7



103Ru､108f払､13TCs､89Sr､131Ⅰ､14GBa+1401月､90Sr､141Ce+144Ce､99

大きい粒子は比較的早期に高温で核爆発生成物の蒸気圧や密度のより高いうちに形成されモ

が多いと考えられるので､大きい粒子でほ凝結し把くい元素の含有率が少なくなると考えらオ

また､例えば､下記に示すとおり､89Sr､137Cs はそれぞれ希ガスKrおよびⅩeから形后

るため､それらの凍結､固化ほかなり遅れると推測される｡

なお､237U および239坤の誘導放射性核種についても､粒子によって含有率の大小があノ

fractionation
effectが顕著に表われている粒子ほど､これら核種の含有率が小さく貫

いる傾向が認められた｡

ノ
2.8br 88Er-十n→ 1占sec 89甘Y

l
4･5sec 89Br→5.2rnin8gKr→15Amin89Ⅰ払→51d 89Sr→Stab]e 89Y

stable136Ⅹ占+n 2.57min 13丁爪Ba

/オ

24Sec13TI-→5.9min 13TXe→29y137Cs→Stab】e137Ba



フォールアウト粒子の溶解性

大阪府立放射線中央研究所

貴 重 哲 雄､ 松 並 忠

真 木 伸 文

フォールアウト粒子は核分裂生成物や誘導放射性物質およびそれらの支持母体物質か

る｡これらの構成物質は核爆発の条件や規模によってかなり変わってくるであろう｡フ

トの化学分析を行なうためには､フォールアウト粒子の溶解性について十分把撞してお

る.｢さらにまた､各種環境物質中のフォールアウトの行動を調査研究する場合にも､翠

に関する知識は極めて重要である｡ここには､現在までに試みたフォールアウト粒子忙

する実験結果を報告する｡ただし､ここで対象としたフォール了ウト粒子はすべて19

し19占2年に本研究所において採取したものである｡

(1)雨水に含まれたフォールアウト粒子の塩酸､王水による溶解性

19占2年4月50日の雨水(0.72m/上C/g)5ゼを東洋折紙麒5Aで炉過し､そ忙

フイルム(FujiJ左20D〕把密着して48時間の露出をかけた｡オートラジオグラフ上

スポットが認められた｡炉武を大型バット中でd規定塩酸に24時間浸けた後､了ル

して再びオートラジオグラフをとった｡この際､スポット数の減少はあまり認められ

次に､この節紙を王水に11時間温浸し､硝酸処理により折紙を酸化消散し､残埼に

塩化物に変え､乾固した後蒸溜水で溶解した｡これを東洋折紙麒5Aで炉過し､再び

トトラジオグラフをとった所､スポット数はかなり減少したが､なお明らかに若干のヌ

められた｡この実験から王水による熱処理によっても粒子をすべて完全に溶解するこ

であることが判った｡

(2)空中浮遊フォールアウト粒子の溶解性

19占2年10月20-22日把摩耗式集塵器で空気15dm3 を吸引して得た集塵

折紙麒5A､直径7c卿〕を､バット中で占規定塩酸に5時間温浸した｡処理前後にと

ラジオグラフの比較から､粒子ははば溶けないで残ることが確認された｡

(5)強放射能フォールアウト粒子の溶解性

19占2年秋把採集した強放射能フォール了ウト粒子を顕微鏡下に単独分離し､こ

試料皿に載せて､酸､アルカリ把対する溶解性を調べてみた｡d規定塩酸に宅温で2



次に､強放射能粒子20個を白金ルツポに入れ､1グラムの粉末状無水炭酸ナトリウム主

に1口時間加熱し､溶融体を冷却､固化させた後､少量の熱湯で抽出をくりかえし､全量1

熱湯を使用した｡処理前後の放射能計測値の比較から､粒子は完全に溶解したことか認めら

次に､白金ルツポを必要としない酸溶融も試みた｡粒子数個を磁製ルツポこに入れ､2ダラ

粉末状硫酸水素ナトリウム結晶とともに約10時間加熱し､溶融俸を冷軌固化させた後､

で抽出した｡オートラジオグラフイおよび放射能計測から､粒子が完全に溶解したことが葡

れた｡

くずの葉に付着した強放射能粒子のオートラジオグラフの観察から､フォールアウトの弓

収が起こることを確認したが､この事実ほ強放射能粒子が水に溶けやすい成分も有してい三

を示している｡粒子の表面には比較的凍結し把くい核種が付着していて､この一部が溶け-

されたものと推定される｡

放射能温泉地方における外部線量､Rn

およぴRaの分析について

国立衛生試験所

浦久保 五 郎､ 亀 谷 勝 昭

城 戸 靖 雅､ 長谷川 明

地 淵 秀 治

緒言､天然の放射性核種によって受ける線量およびその影響を知るための一つの方法とし

くから知られている放射能掠についてその外邪線量､Rnおよぴ2之8Raの含有量について検

分析方法､我が国で最も放射能が強いといわれている鳥取県の三朝温泉および山梨県の増`

を選び､その空間外部線量を､GMサーべメーター(医理学研究所製〕､シソ手レーショソ

メーターー(東芝製)､および1ゼの容量を持つアイオニゼイショソチェンバーを接続した振

電位計(タケダ理研製)を用いて測定した｡測定位置は地上1mおよび温泉水の水面から1

点である｡R-nはIM踪効計を開いて測定した｡苛拍は温泉水2ゼから炭酸塩としてBaと

せ､発煙硝酸法によりCaを分離､Baは､陽イオン交換樹脂を用いて除去したのち､PR

円いでd線を計数する(きらに226景jaを測定するにほグリッドアイオニゼイショソチェソパ



上の原子番号の核種では地下構造の関係で､Rn 屋に比例した値を示すとは考えられな

Raについて分析を行っている｡下記に外部線量およびRnの測定値を衰に示す｡

表1 増富温泉の外部線量とRn

試料採取場所

および測定場所
測定年月日

〟r/b r

Seint.
採水年月日

10貰ユリ_
ラドソ/g

1橋 の 上

2 道 路 上

5全 泉 湯

4 津 金 桜

5 鉱 泉

d 道 路 上

7 道 路 上

8 鉱 泉

9 道 路 上

1日 不老閣岩風呂

11鉱 泉

12 不 老 閣

15 道 路 上

14 鉱 泉

15 鉱 泉

1占 鉱 泉

17 佼 成 案

18 道 路 上

19 川 の 水

20 道 路 上

※印は､地上1mの距離で測定した値である｡他の外部線量は､温泉水の水面から1

離で測定した値である｡

表2. 三朝温泉の外部線量と昆n

試料採取場所

および測定場所
測定年月日

1株 湯

2 新 星

外部線量〝r/hr

Scint

19d5.d.11

〝

採水年月日

19占5.d.11

〝

10言ユリ撃
ラトン/ゼ



フ萱･､_暮:;鰹,…一室･
測定年月日

外部線量〟r/br l

採水年月日 10芸り聖※
ラトン/fOM Scint Vib

8 萬 翠 桜 19占5.占.11

〝

〝

28 40 占5 19占5.ム12

〝

〝

〝

〝

〝

〝

277

9 山田共同湯 占5 70 78 547

107

545

288

81

9d.4

425

山田浴室空間 20津 25※ 占0※

10港 墓 苑 〝 45 51 74

〝 浴室空間 〝 20※ 25※ 占5※

11鷺 の 湯 〝
50 7□ d4

〝 浴室空間
〝

50※ 52※ 47※

12一 陽 荘 〝
55 47‥

25葉蔓

55 〝

〝 更衣室 〝

〝

〝

25※ 28※ 〝

15和 泉 の 湯 50 4ロ 40 〝

/′

〝

〝 前の路上 25※ 50※ 40※

14三 朝 町 〝
58 2ロ 55

〝 前の路上 〝

〝

〝

M

2D※ 20※ 2占※
〝

ロ

〝

15文部省所管 50 22 50

〝 前の路上 20※. 22※ 20※ 1 42.5

※印は､地上1mの距離で測定する｡他の外部線量は､温泉水の水面から10c仰の距離

する｡

※凄 測定の一部は､鳥取県衛生研究所 宮田年彦氏陀よる｡

ヰ草叫､

鶴見拷了て轡′フォールアウトによる外部照射線量

理化学研究所

山 崎 文 男､○岡 野 真 治

大 塚 秀 子

立教大学原子力研究所

永 原 照 明､ 藤 田 武

19占1年秋の核爆発実験の再開によって日本の各地で異常に高い放射能が認められ､体

のフォールアウトによって受ける線量についてもかなり注目されるようになった｡



の値を比較検討を行っていた｡一方外部放射線の連続モニターがフォールアウトの問責

で理研において実験室琶上約7m(地上より約19m〕の位置において､シソチレーご

クー(Nal(Tl)1〝声Xロ.5〝)によって行われている｡

今回このモニターの数値を19占1年より行なわれた核爆発実験による外部線量測実

妹づけを行い､過去19弓8年よりの外部線量の値を求めた｡この結果は表の如くで磨

これらの結果から外部線量ほ核爆発実験後急激忙増加すること､外部線量によろ寄1

にわたって続くこと､この間についてほ内部線量をはるかに上まわることが知られた｡

月間外部被曝線屋:(mr)

1958年l 1959年】

1 月

0.5

1.7

2 月 1.5

5 月 1.8

4 月 1.8

5 月 1.7

d 月 0.2 1.8

7 月 0.8 1.8

8 月 1.0 1.8

9 月 0.7 D.9

10 月 2.0 0.占

11月 2.1 0.8

.12月u
2.0 0.8

†

(

‡
j

19■dO年 19占1年 19■占2年

0.5

1.0

1.0

0.占

0.5

0.2

0.5

0.2

0.0

0.2

0.5

累 積 線 量 (mr)

1958年 5月より1958年9月まで 5.0

1958年1口月 〝1959年9月
〝 20.7

1959年10月 〝19占0年9月 〝 d.2

19占0年10月 〝19占1年8月 〝 2.1

19dl年 9月 〝19d2年8月
〝 28.4

19占2年 9月 〝19d5年9月
〝 51.2

合 計
1

91.占



環境外部放射線畳とその線質との関係

理 研 山 崎 文 男､ 網 野 真 治

大 塚 秀 子

立教大学原子力研究所

服 部 学､○永 原 照 明

藤 田 武

放医折 渡 辺 博 信､ 山 下 幹 雄

横浜国立大 竹 内 柾､ 長 原 幸 雄

Ⅰ ま え が き

原水爆実験が開始されて以来フォールアウト把よる地表の汚染が生じているのでこの影∃

り人体の受ける環境外弧線量がどのような値を示すかを知ることは大切である｡今日各地一

の線量測定が行われているが､日時と場所によって測定値にかなりの差異が生じている｡f

東地方把おいてもしはしはこのような現象がみられるので､異った機関で用いられているi

により､同時に同じ場所で測定を行ない､得られた結果を比較検討を行うことは今後の測ラ

信療性を問題にする上に意義がある｡そこでわれわれは､横須賀市佐島にある立教大学原二

究所の敷地において､三つの機関の電離箱で同時に線量測定を行ない､さらに宇宙線､凱

能(K.UとTh系〕､フォールアウトおよび測定装置自身などの成分について分析を試みこ

れらの測定結果をここに報告する｡

Ⅱ 測 定 法

環境外部放射線量のような微量線量の測定にはしはしは大型の電離箱が用いられているr

電離箱が自由空気電離箱であると仮定すると､測定しようとする電離電流は大体

Ⅰ=ⅤⅠもXlO~19

で与えられる｡ここでⅠほ電流amp､Ⅴは電離箱の俸積c誘およびRは梼量率βf/br であこ

たがって10〃1/hrの線量率を1ゼの電離箱で測定するには､10~15ampの電流が読み`

測定器が必要になる｡

線量測定に用いた装置は､4.1g(壁厚4爪爪放医研〕､14.7ゼ(壁厚4郡訊､立大〕およて

14･7ゼ(壁厚8和､理研)の5種のアクリル樹脂製の球型電離箱である｡この電離箱ほ1[

amp まで測定できる振動容量電位計に接続して､線量測崖を行った｡



電荷を､電位計またはレコーダーから求め､これを電流に換算する方法である｡

a〕Raによる校正Q測定に先だって各電離箱の校正を行う必要がある｡これは線屋

を比較する際に大切なことで､ここでほ校正線源としてRa(0.9dmc)を用い､笥

電流の線源距離の連2乗法別に従っているかを検討した｡

b)海上把おける測定｡これほ宇宙線の成分を測定する目的で､小田和湾(相模湾¢

の湾の一つ)のほぼ中央で行った∩電離箱は､放射能の汚染を避けるためにゴムポ

乗せ､海面より約5DⅧの高さで測定を行った｡

C)鉛壁5c椚の′j､型測定室における測定0これは随時宇宙線の成分を測るための海⊥

なために､厚さ5c椚の鉛で囲まれた小型低バックグラウンドの測定室を木造の建物

この測定値が宇宙線の成分に代えることができるかを検討した｡このとき建物内の

に測定した｡

d)堅外における測定0これはできるだけ広く平担な場所として､海岸近くの広場を

に地上1mの高さ把電離箱を置いて線量測定を行った｡

e〕洞くつ陀おける測定0これほフォールアウトの成分のない場所で､自然放射能忙

系の成分､宇宙線の硬成分および装置器の暗電流を測る目的で､高さ約45mの山

約15mで広がり約2mの洞くつを選んだ0電離箱は高さ1mのところに置いて練

った｡

f〕洞くつの中の鉛壁5c爪の小型測定室における測定｡これは(C)の方法と同じ測

宇宙線の硬成分と装置の晴電流を測ることを目的とした｡

Ⅲ 測 定 結 果

それぞれの測定結果を笥1衰に示す0この裏からわかることはつぎの通りである｡

離籍による測定値が10%の範囲内で非常によく一致している｡(2)海上における･

分が陸上把設けた鉛壁5emの小型測定室の値に､0･5〃r/hr を加えることで代用す

きると思われる∩(∵5〕洞くつの中での測定から､装置の陪電流が測定誤差の範囲内

よい位小さいことがいえる0(4)同時に測定したシソチレーションカウンターによ

■スペクトルから､これらの測定値を宇宙線､フォールアウト､E.U､Tb系の各庇

考えてみた結果が第2表である｡

最後托理研の値が他の2つに比べて低いのは､その理由として電離箱に薄いブリ軒

をかぶせてあることと､直読法によることおよびRa校正でなく計算から線量率を軋

とに原因するものと思われる(これについでは日下J金討出や丸久



第1表 外部線量率(〃r/王Ir〕

勘 所

海 上

木造建物内Pb(5仰之)

木造 建物内

海 岸 広 場

洞 く つ

洞くつ内Pb(5仰〕

立 大(充電法)

5.4

5.2

ヱ9

貸8

4.0

ロ.占4

(αパルスのみを除く値〕

第2衰 線量率の各成分(〟r/hr)

場 所 全線量

海 上

洞 く つ

洞くつ内Pb(5c珊〕

木 造 建 物

木造建物内?b(5c珊〕

海 岸 広 嚇

宇宙線
フォール

アウト

Q.1

8
.
〇
卓 ■

1

M

｣…げ0･5

鯨考 惰計算でほ0.05

薦井晴電流および宇宙線の軟成分

薦鶉井宇宙線の軟成分
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的Sr､13TCs､95Zr-9Ⅷbの空気中濃度とその呼吸

による被曝線虫の推定

日本原子力研究所 保健物理部

笠 井 篤､ 石 原 豊

核実験再開の19占1年10月から19d5年4月末までの､核実験による帥Sr､1aT〔〕一

05ヱ勺b の空気中濃度を測定し､その濃度から9USrと即Osについては呼吸による体内蓄積

P5Z･r-95Nb については呼吸によってどれだけの線量を肺に与えたかを評価したものであ

空気中塵挨の採取は連続移動口紙式集塵器で24時間の連続集塵したものを約1カ月分

て分析測定試料とした｡集塵器の吸引ロは地上約1.5mの位置であって雨は殆んど入らな

なっている｡

この試料を灰化後100チャソネルのr鯨波高分析器(デテクター5〝声X4〝Na工)で

D･76MeVのホトビrク計数率より95Z･rP95Nbの線量をもとめた｡この際の95Zrと95Nb

放射平衡にあるものとしてとり扱った｡次に同じ試料を化学分析して帥Srと即Csを定屋

の結果ほ第1表に示すとおり､腑Srと137〔‡sは10~3上川C/h3 のオーダーであり､95Z.r-

れより約1000倍高い濃度となっている｡一方r線スペクトルから0.7占MeVのエネルギ

る割合､即ち近似的に摘Zr-95Nbの占める割合であるが､それを求めると､第2表の如

折Nbの占める割合はこの期間中で59%-88%の範囲にあり､大部分が"Zr-95Nb

れている∩

これらの核種の濃度から呼吸による体内蓄積量と被曝線量をICIもPの常数を用い計睾

もとめた｡90Sr､Ⅰ37〔〕sの体内蓄帝屋は食物からの寄与が大部分であろうことは推測でき

忙よる体内蓄積量は第5表のように13TCsについてみると体内の全蓄積量の約1/400程

は無視できる量である｡これに反して05Zr-95Nb について肺に与えた蓄積線量は第4表

おり､1961年10月から1965年4月までの間で約4m rem､年平均約5m re

なりこれは一概に無視することが出来ない値と云えるであろう｡

第1義 政射性核種の空気中濃度

試料採取年月日
空 気 中 濃 度

=乙r･J5Nb脚C/血a 1"Cs脚り血3 抽Sr脚C/b3

巨19占1
922 -1ロ.51

11 1 ......_.._ 1 ′つZl

4.1 1.4xlO~3 1.9xl口~3



試料採取年月日
空 気 中 濃 度

95乙r-j5Nb脚C/が 1き7cs抑り血a gUSr
脚C/が

1き7Cs/9U

19d2 5｣5 -

ム17

d.18- ス50

3.1一 見 2

鼠 5一 里50

10.1-10プア

10.28-12.5

12.4-12｣51

19占5 1.1- 1.29

2.5
-

5.5

5.4 - 4.7

4.8- 5.5

5.d -

d.5

占.4 一

占.5ロ

ス1- 729

0.占8

0.4d

O.20

1.1

1.5

1.5

1.7

1.占

2.9

5.4

5.8

4.1

5.2

0.95

第2表 Fallout中の全r放射能に対する各r線の占める割合

比 率 (%)

-(M占Ⅴ)

核 種

19占1 10

11 -12

191占2 1 - 5
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の線量寄与を放医研研究棟および民家において測定した結果である｡上方2汀からの線量⊇

とんど測定器上方にある建造物材質からの寄与であると考えられる｡

第1表 建造物材質からの線量率7〕

(プラスチックシソ手レークを床上約50c椚把おい■

測 定 場 所
線量率 (〟r/br)

上方2汀 箪方2汀
測 定 日

コンクリート建物

5 陣 中 央

4 〝 〝

5 〝 〝

2 〝 〝

1 〝 〝

地 〝 〝

木 造 2 階 建

2 階

1 階

(コソクリート土間)

木 造 平 寄

木 造 2 階 建

2 階

和洋せっちゆう2階建

1 階

0

8

.1

4

d

5

■

●

■

●

●

4

5

4

5

5

5

0

4

●

●

4

5

2.9

2.5

5.d

07

8

2

7つ

0

∩リ

0

(U

nU

_

一

●

●

●

一

●

王J

,ユ

4

4

4

4

4

4

5

5.0

5.4

19d5. 5.15

〝

19占5. 5.1占

〝

〝

19d5. d.12

〝

19d5. d.21

19占5. d.25

19d5. 占.15

(注) 建物はいずれも千草市内である｡

地表上に蓄積した放射性降下物把よる外部線量は､特忙､舗装された街路上､密集住宅瀬

においては､降雨水の流亡､種J5のⅦeathering効果によって.著るしく低くなることま

れる｡

今回の報告は､上記の如き見地から､環境放射線による国民線量を評価する基礎資料を召

に､東京都内街路､民家､等において､外敵線量率を測定したものである｡

測定器および測定法



クおよび記録計を接続して､r線スペクトルを測定した｡電離箱の厳密な校正は､それ

難しい問題であるが､本測定鞄まRa標準税源を用いて校正された｡8)

冒外および街路上における線量率の測定は､主として､･モニタリソグカー(科学技術

車内中央部に電離箱を設置しておこなった｡この場合､草体の遮蔽による線量率の減少

外(放医研グランド)の同一地点で､車内および車外での線量率を測定して､減少係数

推定した｡

文 献

1.山崎文男:バックグランド放射線の測定

文部省科学研究費研究報告集録､昭.55､54､55年度

2.道家忠義､外､

地表からのBackground 放射線の測定

日本原子力学会誌､1(1)､55-占5(1959)

5.Doke,T.,etal.:

Measurements of Radiation上)oses Due to Background GarTma Ray

Plastic Scintillator,

J.Radiation Researれ1,46～55(196口)
4.Ⅵatanabe,H.:A New Method of Measurement of Absorptionl)os

from TerrestrialBackground Radiation,ibid,2,1～7(1961)

5.森内茂､石原豊秀:バックグランド放射線の測定

JAERI-5005,97-105 (19占1)

6.Doke,T.,etal.:ExternalGarTTr)a Dose Rates from NaturalRa(

CIidesin Japan｡

Sci.Papers of theInstitute of Phys.Chem.Res.

5d(1)け 一口-4占 (19占2)

ヱ 渡辺博信､山下幹雄:牢内陀おける外部線量の測定

第5回日本放射線影響学会にて発表(19占5)

8.山崎文男外:環境外部線量の直接測定について

第5回日本放射線影響学会にて発表(19d5)



放射性同位元素による特殊グループおよぴ

一般人の受ける線量の推定に関する研究

放射線医学総合研究所 橋 詰

(は じ め に)

放射性同位元素の取拙から生ずる職業者の被はくのわが国民の遺伝有意線量への寄与に〕

山崎班が昭和55年度科学技術庁の委託研究費によってRI使用の全施設72占につい･

ケート調査によって推定した｡その結果年間の被曝操量は4,020man rerrV年となった｡

より遺伝有意線量への寄与は0.口05m rerrゾ年 となった｡つづいて5占年度忙は上記7

から無作為に40施設を抽出し､これらに働く放射線作業従事者(RI関孫)全員に規定(

ム､バッヂを貸与して､引続いた4週間の着用によって､その間の被曝線量の権定を行な

の結果､前回の被曝農にくらべ､やや少ないか余り相違のないことが分った｡

今回は上記40施設(55年度の調査の際のグルーピソグ､即ち学校㈱､病院田)､工場(

研究機開脚､国公立研究所(臥 の5種の内訳に応じて比例配分によるA:d､B:1占､1

8:4､E:4の施設)の実態調査を行ない､フイルム､バッヂ調査の信頼性を検討するコ

アソケート調査でほ推定出来なかった特殊グループ､および一般人の放射線被曝による国j

の寄与を推定することにした〔

(測 定 方 法 )

測定器はColonial線量計を改造し､特別に感度をあげ､最高感度のフルスケールを渾

0.5mr/h､積算で10〝rとしたものを使用した｡又､モニター用には医理学のGMサ･

一夕ー､およびシンチレーションサーべ-メーターに特殊なフィルターを使用し線質依存セ

くして使用した｡

測定にわたっては各施設で実際把取扱う方法を再現し､RIが貯蔵庫を出てから再びもJ

までの周囲の空中線塵を実測し､各人の被曝線量を推定した｡

(測 定 経 過)

上記4□施設の中､現在までに測定出来た施設は病院8､その他占である｡その結果を賃

よひ第2衰忙示す｡

(考 察〕



(5)病院における被曝はCo-dO､Raの針(管を含む)､およぴCo-dOの大量照射

等であるが､被曝の大部分は針によるものであった〔

(4)各病院に所有する針のActiやity(Curie数)と､その病院の放射線従事者の総

相関性が認められそうである｡もしこの関係が見つかれは､現在､および将来の日

よぴCo-dO針の総量から国民線量を推定出来る｡

(5)病院における特殊グループ､および一般人の被曝線量の和は､職業老の被曝線量

く推定された｡しかしこの値は残りの2占施設を測定してみないとわからない｡し

Order 又は､それ以下であることは､ほぼ間違いないと思われる｡

(d)FB法では大部分の人が10m rem 以下となっているが､この値を伺m rem

って国民線量が大きく違ってくる｡今回の実態調査の集計が出来ればFB法で決定

来なかった10m rem以下の線量値を解決する事が出来ると思われる｡

病 院 関 係

A
d2

B
41

0
97

8
571 9

E
75

F
5占

0

770

44

H



病院以外のRI施設

職 業 者
施 設 名 讐芸グループ

総楳量 一人平均線量

(Ⅰ50〕

(Ⅰ250)

総 線量 一人平

F欄は前回調査時

診断用X線による骨髄線量の推定(中間報告)

放射線医学総合研究所 橋 詰

は じ め 忙

骨髄被曝忙よって誘発されると思われる白血病は本来個人カ∴点の被曝屋が問題になるも¢

る特定なグループ全体の平均線量の概念では処理できないものである｡しかし10､1口0プ≡

多数人のグループ(例えば日本人全体とか職業別とか)全体としての骨髄線量の総和はそ忙

プにおける白血病の発生率と相関関係があると考えられる｡したがって骨髄有意線量(p)

によって与えられる｡

D=
∑NjkdjkLjk



これ等の値の中､N jkについては54-5d年度文部省の総合研究班(宮川宜)によっ･

把上って求められているので､その値を使用する｡また撮影条件等についても宮川班の言

用する〔本年度は8jkの測定に主眼をおいて実験した｡

測 定 方 法

侶 ファントーム

千聾大医学部整形外科でモデリソグした四種類(乳児､幼児､子供､成人)のM5ニ

ムを使用した｡但し骨の部分は放医研荒居組成､肺の部分は密度0.5のコルクを使用l

仙 骨髄の位置

長崎大学岡島教授に依頼して､人体の各部のⅩ線断層撮影をとり､各面5人の平均1

決定した｡

踊 骨髄の量

宮川班の山田(名大)､橋本(九大)両教授の測定値を使用する｡

腑 照射条件

宮川班の調査表の中から部位､性および年令にわけて無作為に50件をとりだし､価

圧､管電流､露出時間､焦点フイルム間距離､照射野の大きさ､体位､照射方向にしフ

ァントームに照射した｡

机 測定器は蛍光ガラス､サーモルミネッセソスおよぴ00Ionial線量計を使用した｡

測 定 経 過

骨中の赤血髄の分布にしたがって蛍光ガラス板をファソトーム中に配置した(頭蓋(

肋骨および肩甲骨d､胸骨2､胸椎8､腰椎9､寛骨9､仙椎7､大槌4)､この螢う

入れたファントームに調査表の条件にしたがったⅩ操を解射した値と､管電圧mAs､

すべて50件の平均値を使用したものとの値の差を､代表的な成人男の4つの部位にノ

したところ､あまり大きな差は認められなかった(この点遺伝有意線量の場合と大いF

この結果残り約1d O部位については各50件の平均値を使用し測定してもあまり誤｣

のと思われる〔

線 量 校 正

骨髄線量算出にあたっての問題点のひとつは､高い原子番号から出来ている骨に包吉

原了番号の骨髄の吸収線量の算出方法である｡われわれほ一応1958年のICRU｢♂

たかった2次電子の飛軽から吸収線量の補正係数を前年度発表したが､その値はICR

数と大きな差がある｡そのため､われわれの中で斬らたに2次電子スペクトルを測定t



北海道における放射能調査

北海道立衛生研究所 安 藤 芳 目

昭和57年産科学技術庁委託による､陸水及び食品類の放射能調査成績の概要は次のとゴ

る｡

1.測 定 方 法

放射能測定試料の採取､調製､測定方法等ほ全て科学技術庁の｢放射能測定法｣(1雪

によった｡使用した計数器は､料研製千進式OMカウソクー(計数管マイカ窓の厚さ1.7

及び東芝製盲進式OMカウンター(計数管マイカ窓の厚さ1.d5m&柁押2)である｡

2.測 定 結 果

降水及び食品類の放射能測定結果の概要をそれぞれ笥1衰及び第2衰忙示す｡表中測貢

て計数効率及び吸収補正値を示す｡

第1表 陸水の全放射能

放 射 能 抑C/CC
採取場所

最 高 値 最 低 値

上 水(原 水)

〝 (蛇口水)

井 水

天 水(融雪水〕

川 水

下 水

0.D4 ± 0.00

0.01± 0.00

0.0ロ 士 0.00

2.00 土 0.01

0.05 士 0.00

0.28 ± D.00

第2表 食品類の全放射能

平 均

0.00 土 0.DO

O.OD 士 D.ロ0

0.0口 土 0.0□

0.00 士 D.口0

0.00 ± D.ロロ

0ロ0 土 0.OD

0.00 士

0.OD 士

0.00 士

0.占9 士

0.00 土

口.04 ±

放 射 能 脚C/灰500mg

最 高 値

25｣2 士 5.8

アロ8.占 士148

占1.2 ± 占フ

占5.5 土 8.1

85.D 土 管O

最 低 値

1.4 = 4占

54.1 士14月

0.口 士 0.O

D.5 ± 78

鼠1 ± 91

98 士

192.1土

15.5 士

4上〕士

55.7 士



5.考 察

陸水中上水､井水､川水､流水等については､はとんど異常値は認められなかっナ

び融雪水に若干の放射能汚染が認められた｡これは昭和57年夏期より冬期にかけ｢

いて行なわれた一連の核実験の影響ではないかと考えられる｡

食品類については､農作物中特にホーレン草に異常値が認められ､又水産物では古

見にかなりの異常値が認められた｡

〔附〕 しじみI灰の核種分析

昭和57年産北海道各地のしじみ具に従来にみられない程の異常放射能が認められ釆

のものについてストロソ手ウム90及びセシウム157の分析､並びにガソマスペクモ

による定性分析な行った｡その結果の概要は､第5表及び第1図に示すとおりであり､

出核種として､1440e-144Pr､IU6Ru-1U6Rh､95Zr-95Nb､4UK等の存在が確められた

第5表 北海道産しじみ貝の8USr､13TCs含有量

採 取 地
採 取

年 月 日

灰 分

乾物当り
%

幌
広
川

札
帯
旭

07

07

′0

2

1

1

1

7‥

7‥

7‥

ZJ

70

ZJ

9USr 〆り上C l"Cs

灰1g当り 乾物10g当り 灰1g当り

482.5士11.0

590.d士8.1

4.2 … dO.9士5.8

/m5MtV†:::::

1.9 土 0.0

2｣ 士 0.1

1.5 ± 0.1

1.0 士 0.0

0.8 士 0.0

0.占 士 0.0

5.1 ± 0.7

1.5 ± 0.占

2.5 ± 07



宮城県における放射能調査

宮城鬼衛生研究所

佐 藤 新 作､ 秦 野 輝 子

1. ま え が き

19d2年4月より19占5年5月までの科学技術庁の委託調査及び県独自で行った調モ

いての概略である｡

2.測 定 方 法

放射能調査測定基削､委員会｢放射能測定法｣(1957)把より行ないⅩは分光学光度喜
一ムフォトメーターにより定量し､仙Eによる放射能補正を行った｡C.p.Ⅰロカ､ら脚Cの換葦

宜的に使用中のU308(UX2 のβ線で5ロDd.p.s)で1DCpm以下のものについてほf g(

角に対する補正係数〕のみを求め､11Cpm以上のものについてはf a(マイカ窓の空気層

るβ線の吸収に対する係数及びfs(β線の自己吸収係数〕を求めて行なった｡

5.測定結果の概要

5-1 陸水･土壌

昨年を比較すると一般忙高いグロス放射能が認められた｡これはFall-Out蓄積量〔′

と19dl年9月以降の北極圏における核実験及び19d2.4.25よりの｢クリスマス員

おける核実験など忙よるものと思われる｡

最高値を示せは上水では1mg当り0.02〟βC井水は0.01Jり上C を示し土壌は深さ0一

の処で取分5ロOmg当りd52J上〃C であった｡

5-2 食 品

食品関係のグロス放射能も昨年に比較して増大を示した｡それぞれの最高値を示せは葉

は灰分500mg当り玄米の2貸4FLPC(昨年は15.8FLiLC 以下同様)小委の55.5J上FLC(･

〟〟C)であった｡野菜類では｢はうれん草｣の5d8.7J叩C(29d.7〃〃C)大根の54.ア.

(15.8J川Cトであった｡魚貝類では｢しじみ｣が高く285.占〟〃C(5ヱ5J叩C)を示t

は22.5/上〃C(15.8J川C)であった｡委託外調査として実施した本県特産物｢かき｣はj

〃〃C(5d.8/上〃C)､｢のり｣は20.O上川C(20.7J上〝C)､｢あわび｣は40.9/叩C､｢こス

は11鼠8/川C､｢ほや｣は29d〟〟C であった｡

5-5 上水道炉過膜

覿



雨雲の測定値(定時･仙台管区気象台)
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茨城県における食品放射能の動向

茨城県衛生研究所 所 長 斉.嘩

担当者 浅 野

森 田 貢

高 橋 日

当所において昨年後半から本年9月までに行った科学技術庁の委託詞査および茨捌

射能調査結果の概要を報告する｡

調査方法はすべて科学技術庁､放射能調査測定基準小委員会｢放射能測定法(19ミ

った0なお測定結果は昭和57年産までのものについては科研製U308を標準試料にf

からは一部の試料を除き､EClを使ってそれぞれ榊C に換乱比較している｡



食品については19占2年春以来､全般に高い値を示し過去の最高値を上まわるものが多

作物の場合､特にFa=outの直樺影響を受け易い華薬類は1ロ月に急激な上昇れ､そ

節約変動を伴いながらも徐々に減少の傾向をみせていろ0根菜類は測定値も低く､核実験後

も見られない0これは葉菜類が直接Fa1loutに曝されて表面よりの汚染が大きいのに反

菜損では放射性物質が匝く表上のみに蓄積していて地下からの慢収が少ないためと推察され

なみに土壌については､深度ロー2c仰の表土の汚染が著るしく､Falloutの影響を受け易

2仰以下の層では表土の5分の1以下の低い値を示し､Ⅰ拍l王outの影響把よる変動も少な

次に､海産物ではむしろわずかではあるが減少の憤如あるQその理由としては放射能が音

適して生体内に蓄積されるまで陀ほ可成りの時間を要し､その間に寿命の短い核種に上る掛

澗衰することが挙げられる｡

また畜産物のうち､牛乳は例年通り季節的な変動の他把は特に著るしい変化は見られない｡

の平均値をみると19=年後半よりも昏くわずかづつ増加の傾向をみせ､現在に至っていj

尚､次に57年度前半の結果はすでに報告済みであるので､昨年度後半から58年蜜に入､

在までに調査した主な食品､その他の全放射能の測定結果概要を示す0この表中で原水､しt

昨年度と今年度の平均値で大きな開きのあるものも見受けられるが､その解析については酎

を改めて発表する予定である｡

試 料 名

原 水

蛇 口 水

炉 過 水

量 水 井 水

大 t 雨 水

曲 水

大 根(板)

は う れん 草
キ ヤ

ーく ツ

大 麦(構)

米 (精)

牧 草

ひ ら め

ふ な

〟〟C/ロ5g asb

し じ み

58 年 度

平 均 値



棄京都における放射能調杢

東京都立衛生研究所

三 村 秀 一､ 西 垣

加 納 多佳子

昭和52年以臥東京都における陸水､降下塵､各種食品の放射能を測定し､核実験

を立体的把解析した結果について報告する｡

試料:陸水は､天水(伊豆大島の飲料天水)､上水(青梅市沢井水道)､下水(三

理場の放流水〕､河水(多摩川)､井水(保谷)を対象とした｡

食品は都内または近県産のもので､

農産物;米､麦､ホーレン草､キャベツ､大根､山東菜､キウリ､カブ､トマト､

薯､番茶､梨､桃

畜産物;牛乳､牛肉､豚肉

魚介類;イカ､マグロ､アジーイワシ､フナ､コイ､ウナギ､シジミ､アサリを選

降下塵経月変化測定;ダストジャー使用(27ケ所の保健所)

降下塵経日変化測定;ガムドペーパー使用､研究所窄上

浮沸塵縫目変化測定;柴田魂､プロ了一型､東洋折紙麒5A使用､毎日9､14P

夢上

測定法:科学技術庁よりの放射能測定法に従い､標準試料としてU308を使用し､ラ

キュリー換算を行った∩特把食品はⅩ刺･による自然放射能を差し引いた｡文辞涛廣につ

集後､9日間計測し､減衰曲線をかき､人工曽射能中でlonglife
o)ものを観測し､

起爆日を推定した0計測はOM計数装置によりグロスカウントを測定した｡

測定結果:陸水は､伊豆大島の天水が高い計数率を示し､食品は､ホーレソ乳大:

菜､番茶が特に強い汚染値を示した∩

叉､降下鹿又は浮涛塵は､核爆発の実験が､最も顕著にあらわれ､1959年4月に≠

した｡

食品類は､特に雫菜が汚染されており､降下塵､雨水に起困するもので､今後降下塵

を調査し､同時に､影皆のある気象経件の観測も行い､東京都内の放射能汚染状況を捌



嶺近のフォールアウト及び植物などの9uSr濃度について

埼玉県衛生研究所

大里 宏二J 坂入 桂子､ 川瀬 善

小津 茂弘､ 幽口 軍治､ 分島

フォール了ウト及び植物などの恥Srによる汚染について調査を行なっているので､得られ

について報告する｡

フォールアウトほ席研に設置した大型水盤の試料について､全放射能のhり定ならびに9uS

を行なっているが､全貴射能(C.P.m/mymonth)は1961年7月より再び上昇をはt:

月から19d2年9月までは2払DO口 前後､10月には7占,0ロ0､11月148,000､12月

と高い値で19占5年になっても数万の値が続き､7月以降も2万前後の値が計測されてぃ

9uSrは19占2年から19占5年5月までは5ケ月分を混合したものについて､19占5

からは毎月分析を行なっているが､pUSr降下崖(mc/払2)は19d2年4月から増え､1

年の年間降下量ほ10･15となり､19占5年ではd月までで､すでに8.d9 の値が得られて

茶鷲は9uSrの経年的変化をみるために1958年から引続いて武蔵町の県茶業研究所より

茶､二番茶を提供して見い､gUSrの分析を行なっているが､19dロ年､19dl年と減少

た値か19d2年から再び増加している｡

野菜は県内2ケ初の農家から採取した数種についてOuSr 分析を行なっているか､これら

からは汚染の状況のほっきりした傾向はつかめない｡ホーレン草では20～80S.U.キヤべ

結球菜では5-2ロS.吼ゴボウ5SUの値が得られている｡

乳牛飼料および牛乳は19占1年より県内5地区の乳牛飼育農家から試料を得てpUSr分

なっている｡飼料としては粗飼料(牧草､イモヅルなど)と濃厚飼料(配合飼料､ふすま､

ど)の2種類について､採取時に喰べさせている飼料を侍､また最近はその時に搾乳した年

せて得ている｡粗飼料では春に喰べさせているもののpOSr量が一番多く､また19占2年の

19占1年に比して杓5倍高く､1ロ0-500S.U.の値が得られている｡濃厚飼料では市助

飼料のみの場合は1D S.U以下で自家製の粉砕麦とか大豆かすが混合されると高い値を示す

期による増減はあまりないようである｡牛乳は19d5年1月採取までは2～8S.U.以下の

試料粗が少ないので､飼料との馳係ははっきりしないが､春にいくらか高い結果が得られた



石川県における放射能調査

石川県衛生研究所 板 倉

Ⅰ 概 要

19占2年9月以降の調査研究結果を報告する｡19占5年4月以降は委託契約

調査品目では｢陸水｣1種､｢海水｣1種､｢牛乳｣1種､｢土壌｣2穫及び｢負

いて全β測定を行なった｡

Ⅱ 測 定 条 件

計数装置 神戸工業製(SA-2010Mカウンター

測定 台 鉛シールド測定台

0加1管 GM-152A(マイカ 厚1.7dmg/と刑21

標準試料 科研製標準U308(50Ddps)特級EC1500mg を用いた｡

Ⅲ 測 定 結 果〔全β)



2)海水ははは均一の測定値を示していろが､19占5年占月のみは､採取日の悪天候の

砂が混入したものと考えられる｡

5)食品では､野菜は冬期降雪による顕著な影響は見られない｡

魚美白(あじ､かれい)はほぼ一定の値を示している｡

4)土壌ほ採取地により可成りの差異のあることがわかった｡採取地はいずれも草地であ

珪藻土利用による放射性物質の除去について(第2報)

石川県衛生研究所 板 倉 淳

急速口過法による放射性物質の除去について､前報では珪藻土利用による｢フォール･了

の除去を検討し発表したが､本報では主として長半減期核種137(コs､9USr､103Ru 等につい

し､2～5の知見を得たので報告する｡

測定器は神戸工業製GMヵウソクー及びr線スベタトロメーター(1DロCbannel)を用

実験ほ主としてロ過速度､粒度別除去率､プレコート層厚による除去率､ボディフィード

影響等の基鍵的条件と､品種別除去率把ついて検討した｡

尚これら核種の珪藻土口過剤に対する吸着作用について若干の知見を得たので併せて発表

なお､本実験はすべてCarrier Free の状態で行なった｡

福井県における放射能調査

福井県衛生研究所

岸 彦 平､ 斉 藤 昇
一

吉 田 千恵子､ 林 しげ子

昭和57年度放射能調査成績の概要について報告する｡測定には神戸工業製および科研製

進法GMカウソクーを用い､試料の調製および測定法は科学技術庁放射能調査測定基準′j､委

完の｢放射能測定法｣(1957年)によった｡



〟〟C/gを検出した｡

年末より降り続いた雪は1月51日には積雪量2.15mとなり､福井気象台始まって

を呈した〔裏日本を襲ったこの降雪は｢58年1月の豪雪｣と名付けられた｡これら

時々高い値の放射能を検出したが､春に近づくにつれて少しづつ近くなって来た｡

浮遊塵の採月如ま平行板型電気集塵器を用いて､晴雨にかかわらず月､水､金の週5

ったr-しかし､1月だけは吹雪のため採取出来ない日があった〔最高値､平均値およ

月別推移を第5図に示した｡

2.陸水について

上水､井水､天水(流水を含む〕､河J【1水および下水について調査した｡これらの

のの月別推移を第4図に示した｡フォールアウトの影響を受けていずれも秋より上昇

る｡春に近っいても依然として上昇の傾向にあるのは､融雪の影響を考えられる｡

天水の炉過前と辟過倭の値は､貯水量の差､使用量の変化のため､比例的な相関開

いない｡炉過水では12月に採取した試料の2占D〟〟C/gが最も高かった｡

5.食品について

白菜､はうれん草､しやくしな､きやべつ､大根､じやがいも､とまと､小麦､水

さば､いわしおよび牛乳などを調査対象物とした｡これらの中､主なもの忙ついて年

夕放射能の推移を籠5および占図に示した｡一般に逐年減少の傾向把あったのか､昨

如し始め､この傾向は今年度においても見られた〔
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静岡県に放ける放射能調査

静岡県衛生研究所

植 松 甲之介､ 永 野 光

1･ま え が き

静岡県下における放射能調査の概略は以下の通りである｡

2･測 定 対 称

1)浮遊塵(電気集塵法)

2)雨 水(定量及び定時採取法)

5)落下法(ワセリン法及び水ばん法)

4)陸 水〔上水(原水･給水)､井水､天水(2)､下水(4)､流水(5り

5)土 壌(5)

占)食 品〔野賓2)､牛乳､魚貝矩､穀掛2)､茶､果実榊〕

5･測 定 方 法

科学技術庁｢放射能測定法｣(1957年)により行なった｡

愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所 林 間

(ま え が き〕

本報ほ19占2年9月より19占5年8月までの科学技術庁の委託調査及び愛知県独巨

った調査の結果である｡

(調 査 対 象)

大気放射能､陸水､海水､農畜産物､土壌等の放射能測定の総件数は498件である｡

(測 定 方 法)

試料の前処理並びに測定法は科学技術庁放射能測定基準小委員会編｢放射能測定法｣(

に従った｡



応じて5月がピークになっている0 しかし5月のこの最高値545nle/伽2･月は､昨年1〔

の放射能対策本部が発表したtt放射能対策暫定括標並びに行政措置,,の緊急事態対策の第1

2･5C/払2･月に較べると約1/7である｡

表1Ⅷ以下蓑Ⅲまでは本測定期間における測定値の変遷状況を示したものである｡

蓑淵は1昨年より継続して測定している伊勢湾内の定点における海水､海底沈積物の放身

中主としてSr岬Yの放射能量及びプラソクトソの全β放射能量であるが､全般的忙見て往

き数値はない｡特記すれば本年初めて定点とした伊良湖水道の海底沈積物が若干大きな値竜

が､この事は外洋の影響を直接受けているためか叉ほその他の原因によるものかという事ほ

調杏によって検討Lて行きたいと思う｡

表別tは科学技術庁の委託もあって､本年より新しく計画Lたものの測定結果であるが末

が少ないので考察する段階に達していないが巷考として図示した｡このうち西加茂郡藤岡木

場はペグマタイト層の外縁にあたる地域に担当している｡

表Ⅰ放射能測定値(最高及び平均)並びに測定総件数

19占 2 ● 9月小19 占5.

■

挿別､品名
I測定回数

年月日 最 高 値 平 均

雨水(定量採水) 占5 5ヱ11･4･ 1管51J川C/cc 1.04J上〃C.

(定時採水) 91 58.1.占. 4.4占 〝 1.85 〝

浮 遊 嘩 85 5ス12.5. Z94/上〟C/七13 1.70 /り上C.

降 下 量 22 5ス12■12･ 1･88〃〝e/b2･day ロ.72 ノ上〃e/m2

上水､水 道 水 21 58.5.2. 0.025/!〃e/ec 0.007 〃〃e.

下 水 10 58.4.19 0.091 〝 ロ.055 〝

下 水 沈 般 物 8 58･5･25. 5459〟〟e//乾10g 152CJご〃C/竜

は く さ い 12 5=24･

2020囲e/馳冨
710即C/

ほうれんそう

大撮(菓〕

〝(根)

15

15

1占

58.1.1占.25占00〝

58.5.1.52000〝

5フ:+92占.4占0〝

7500〝

12アロ0〝

500〝

魚 貝 疑l 22

牛 乳

そ の 他

5ヱ10.18.
291□ 〃〃e/′Ⅹg 1180 〟〟C

17!5三 見24･ 1占40 ノ上〟C/g 事 280J川e
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表Ⅵ 下水(流入下水)の全β放射能

(名古屋市堀留下水処理場で採取〕

〝〟C/CC



表Ⅶ 下水沈殿物(水酸塩炭酸塩)の全針放射能量の推移

(名古亭掘留下水処理場〕

〝〟C/艦･川g

?月 =月11月
12月 1月 2月 5月 4月 5月 ふ月 7月



蓑Vm 葉菜の全β放射能(除E)

19`

9 10月 11月 12月

19d5･

1月 2月 5月 4月 5月 d月 7月



表Ⅸ 根菜(大根の菓､根)の全β放射能(除E)

9月 10月 11月 12月 1月 2月 5月 4月 5月 d月 7月



表Ⅹ 魚貝類の全β放射能(除E)

〟〟C/kg

0 ふ

△ しじ

口 あさ

● い

19d2●

9月10月11月12月‥て烏 2月 5月 り 5月 d月 7月

19d5●



表Ⅹ†牛乳の全β放射能(除E)

2800 〟〝(/g

9月 18月 11月 12月 1月
月5月d.月5月2 月7月占
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大阪府下における放射能調査

大阪府立公衆衛生研究所 代表者 大志野

大志野 章､沖 岩 四

書 田 幸 子､ 未 申 時

林 智､林 美f

舟 瀬 健 三

大阪府下における環境汚染の調査成績を､主として57年10月より58年9月迄の舅

報告する0特に断わらない限り全ベータ線測定である｡

1･全 降 下 物

円形表面横1000c遥､深さ約45(Ⅶのステルス製水盤に2ゼの水を張った容器(

必要があれば水を追加し､容器の乾燥を防いでいる)に受けた雨水及び降下媒塵中の逝

定結果を第1図忙示す0これは､大俸10日日毎に採取し､1日あたりの平均値になら

(町e/血2･day)で表わされてし､る011月に最高値を示し､以後減少していたが

月にかけて放射能の増加が見られ､いわゆる叩ring=maXi汀=即mの傾向を示している

る0最近の数ヶ月ほ特に著るしい放射能値は見られていない｡

2･塵 壌

日本無線製平行板型電気集塵器でd時間以上(1080m3以上)吸引採取した浮遊塵

能を第2図に示す0採取地点は当研究所観測室､地上約15mである0叉100K色Ⅴ軋

ソマ一線放射能についても測定を行なったが､全ベータ線測定と傾向がよく一致してお

にはデータほ示さない0浮遊塵については､全降下物程にはっきりとしたSpring二maコ

が示されていないけれども､最近の放射能減少の傾向は全降下物のそれとよく一致Lてl

浮遊塵および全降下物について､それぞれガンマ線スペクトロメータによる分析を行な

が最近の試料でも､わずかながら9習r-=Nbのピークが認められる｡

ま 空間線量率

日本無線製シンチレーション･サーべ-メーターで測定した府下数ケ所の空間線量副

d月以降10･4-5･2〟r/brの値を示しており､特紅著しい変化は認められていない｡う

所屋上に設置したElectronicInstruments社製ガソマーグラフによる結果も､お

汁･_一こ_ よ._.す-7芯ク旦ヰ一正古1_【≡ヨ鍵′n止右Fflヰ,二二 ■ ′づ†｢-†.,土.､_ ,_.
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5･上水道上

荘川を原水とする蛇口水について測定を行なったが特忙高い放射能は検出されていない0

れた値の範囲は､8.5土2.7(57年12月)-1.占土2･7〃〟e/g(57年10月)である0

左 下 水

大阪市津守下水処理場の下水について､測定を行なったが､21士5(57年12月)-イ

8.8〃〃C/g(58年1月)の値が得られている｡叉58年占月と8月に､大阪市中浜下オ

場の下水についても測定を行なったが､それぞれの時期において､津守と中浜の値ほよく-

ている｡

エ 土 壌

大阪市池田園芸高校の土壌について測定を行なった｡57年4月から58年5月迄､(2

×5.1)xlO~3(57年5月)-(15.9土2.8)xlO~3〟〟e/灰分500Ⅱ】g(57年占月二

が得られた｡

8.農 作 物

池田市府立園芸高校および南河内郡黒山農芸高校で採取した農作物について測定を行な一

12月の大根菜が占,44鼠7土95.7〟〟e/500ⅠⅥg灰分と非常に高い値を示し､叉2月のキ1

外葉が128.5±5.4〟〃e/500mg 灰分を示した他は､100〃βeを起すものは得られてい

叉上記キャベツの内菓は17〟〟eで外葉に比べ､かなり低い値を示している｡叉米､大豆空

し､ても調査を行なったが､放射能ほ検出されなかった0

乳 牛 乳

原乳についてほ､最高57年10月の10.4土4.占〃〃e/灰分500ⅠⅥgの値が得られ､全席

高い放射能ほ検出されていない｡

10.魚 介 類

57年11月と58年5月に大阪湾の魚介類忙ついて測定を行なった｡いずれも高い放身

検出されなかった｡叉ttかれい,=tうおぜ"について､肉､背骨､雑物と分けて測定を行壬

が､背骨がやゝ高い傾向を示した0

11.結 び

この測定期間中､11月及び占月頃比較的高い放射能降下を克たが､7月以降減少して､

的状態に入ってきている｡放射能汚染も農作物に高い一例を克ただけで､あとは特に高い老

ほ検出されなかった｡



一夕線測定による調査の可能性およびその限界忙ついて言及する｡それに基いて､現寺

究所で行なわれている全ベータ線測定忙関し､部分核停条約の結ばれた現状において､

うに考え､どのような態度で調査を行なっていったらよいか､という私見を述べ､間岸

し､0

Ⅰ 緊 急 時

雨および塵填に放射能増加が認められた場合､それがいろいろな測定対象にどの`

るかを知ることは非常忙大切なことと思う｡それについて､従来得られたデータを⊇

して克たい｡

a)陸 水 関 係

雨水→河川水→飲料水の関係について考察すると､比較的早く､雨の放射能が再

れ､叉飲料水にも早く現われるようである｡叉大阪府下の大和川､淀川について上

大和川の方が､影響が頗著に現われる傾向を示し､河川の状態(河jlI源にプール≠

か等)によって差のあることが指摘される｡叉上水処理場の炉過効果については､

寄せない方が無難である｡(但し原水の放射能増加が蛇口水には余り現われない

もあり､炉過条件等によって差があることが考えられる｡)ともあれ､雨に放射台

場合､河川原水を通じて飲料水にも比較的速か忙､放射能が現われると考えておし

であろう｡

b)食 品 関 係

県作物忙ついていえば､Fall-Out rate がきいている場合､大根菜､ホ,l

い放射能が検出されているので､雨に放射能増加を克た場合は､まずそれら忙つL

することが必要であろう｡叉白菜キャベツ等は外葉に高い放射能が検出された場f

の放射能は低く保たれている｡

叉牛乳についてほ特に高い放射能は検出されていない｡

Ⅱ 平 常 時

以上乏しい資料から､やゝ荒い考察を行なったが､このような考察をもっと充分古

ならば､平常時の測定対象をもっと合理的に選ぶことが出来るのではないだろうか｡

今後当分の間､特に高い放射性降下物をみないことが想像されるので､総花的にぷ

と測定するのは無意味で､放射能汚染の担手である雨､塵挨に測定をしぼってよい♂

ろうか｡そして､雨､塵填の測定法を簡素化し､連続自働測定の方法を開発してほI

f諷弓nl_力､l一 もl_F兄.1l 凸11t の場合二むユ｢ト〕兵舎 ′ドの上
弓た･対塵希′ ′●の上

〉



タ線測定はR.Ⅰ.使用施設等で汚染の有無をチェックする0いわゆるサーー′ミーとしての役寄

っているといえるだろう｡それ故､平常時においては､汚染の有無をチェックすることにそ

割を割切った方がよいと思う｡そうすれば､例えば測定値10epⅡ1以下ならば､¶基準量

とか't特に汚染を認めず''という定性的な表現により､繁雑な事後計算の省略を認め､地プ

研究所の労力軽減も可能であると思う｡

京都府における放射能調査

京都府衛生研究所 浅 見 益吾郎

19占2年4月より､19占5年5月までの間に､当所において観測した各種試料の放射台∈

結果の概要を報告する｡

1.試 料

この期間内に採取､処理して放射能を測定した試料の種煩ならびに検体数ほ､次のとおり

合計295検体忙上り､別忙25検体の試料を採取､処理して､放医研､叉ほ分析化学研究

送付した｡

a 上水

e 天水

e 穀矩 2種

g 果実 1種

1 牛乳

nU

O

′0

つ｣

8

0

1

1 井

南

野

茶

魚

b

d

f

l皿

･1J

種

氷

水

菜

種4介

ノ0

2

.b

2

7〇

1

2

1

1

1

2.測 定 方 法

測定機器として､神戸工業製SA-5A型計数装置､及び同社製152-A型計数管を侶

試料の調製及び測定方法は科学技術庁放射能調査測定基準小委員会制定の方法(1957)

拠した｡

5.測 定 結 果

各試料別に測定成績の最高ならびに最低値を前年度と比較すれば次表のとおりである｡

雨水の放射能は､本年度を通じて､19占1年秋に観測されたような急激な増大は見らオ

(ナ一斉ミ
首肯壬EF昏}H′占赤すナ1▲んギ葡丁結ゎ富l.､一静丘f台巨レベルえ′三言Ⅰて~l.､スのネミ辻日当弟 旺壷7kへ伊
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4.調 査 結 果

以下に調査結果について示す｡図1にほ､雨水(定量採取)の浪産別出現頻度を囲

塵の月別積算値(減衰を考宿していない｡)を示した｡図5に陸水､図4に食品､図

月別変化を示した｡

5.考 察

落下塵についてほ1ロ～103Ⅰ¶〟e//が/ⅢOnth であり､月別にほ58年春季にそ

られる｡陸水については､天水1ロー2-1〟〟C/cc､上水､井水､流水10 8-10

下水10~3-1掴e/ecを示し､天水ほ1桁高い値を示している0食品については三

104/"c/500Ⅰ℃g灰分､野菜､米麦10-103J叩e/5□Or□g灰分､牛乳､果実､無

102〟〟C/5ロロmg灰分､の値を示しているが､本年になって特に茶､米麦がその値1

事が注目される｡

兵庫県における放射能調査

兵庫県衛生研究所

大 城 俊 彦､ 飯 田 敏

新 谷 幸 三

昨年の第4回発表会に引続き､当所の測定による放射能の推移の概要は次のとおりで

1.降水について(表1､衰2)

昨年(57年)7月より本年占月まで､1カ年の推移ほ表1のとおりである○すな

験の停止により9月までは減少してきた｡しかし､実験の再開のため10月頃よりま

め､1月には最大値15.55/川e/hg､月間平均値占.15〟〟C/mgを示したが､その手

行なわれないので漸減してきてし､る｡

なお､兵庫県の南部と北部(日本海側)を比較するため､神戸市及び豊岡市におけ

を蓑2托示した｡豊岡市においては9-11月の測定を欠くが､両者には著しい差異

い｡

2･落下塵について(囲1､表5)

大型水盤法により､毎日9時から翌日9晦までの落下塵(雨水､ちり)を測定した.



れる｡

ま 陸水及び食品について(図2､図5)

科学技術庁の委託をうけて昨年度(57年)に調査測定を行なったもののうちから､同

で引続いて試料を採取した陸水及び野領(キャベツ)､牛乳(生乳)の推移を見ると図2

5のとおりである｡何れも降水中の放射能の減少を見た7-9月頃が低値を示した｡

なお､試料の採取場所は次のとおりである｡

上水:神戸市水道局干苅貯水池及びその水系の水道水

井水:神戸市(衛生研究所内)

天水:(1)神戸市､(2)川西市

キャベツ:明石市(兵庫県農業試験場)

牛乳:57年5月まで明石市､以後は神戸市の牧場

表1 降水中の放射能の推移

(降水1抑以下の測定は除く)

年 月 測定回数

平 均 値

〃〟e/知g

最 大 値

〟〟C//hg

月間降下量

mc/Km2

降水1鮮硯当

降 下

me/′Km

5占.58

1.占7

5.91

占1.50

54.1占

155.7

155.5

48.48

17占.4

215.8

214.1

ロ.185

0.142

0.285

1.000

ロ.占00

2.055

4.149

1.551

1.754

1.277

0.745



表2 降水中放射能の兵庫県南部(神戸市)と北部(豊岡市)の比較

神 戸 市 豊 岡

平均値

〟〟e/mg

最大値

〟〟e/hゼ

平均値

〟〟C/血ゼ

nU

9

1

5

nU

4

5

1

1

7

7

5

7

5

8

ィー

0

4

1

2

1

蓑5

4.占7

2.44

1.45

1.55

9

8

4

5

7

5

5

8

7

9

5

2

9

0

5

5

5

1

5

5

0

9

1

4

2

1
.
〇

ヱ

t

鼠

5

4

5

8

5

1･

1

9

〓

7

12

占

7

1

1

1

5

1

12

15

川

14

14

4

4

4

1
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つ⊥

I)eposit
gauge掃集忙よる降下ばい塵中の放射能の推移

(県下10カ所の測定点の平均
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図1大型水盤忙よる雨水､ちり中の放射能の推移(旬間の平均値)
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図5 食品中の放射能の推移

鳥取県における放射能調査

1 2

58年

鳥取県衛生研究所

宮 田 年 彦､ 吉 田 寮

浜 楠 久 恵

19占2年度に陸水･各種食品及び土壌について実施した放射能測定調査成績の概要･

試料の調製および測定方法はすべて｢放射能測定法｣(科学技術庁､放射能調査測患

会､1957)にしたがって行なった｡

J 雨 水

上~~



原水とするものには認められなかった｡

b 井水:5月に一度放射能が認められた井水があったが､他の測定時には認められなカ

C 河川水:県下の5大河川水について測定したが､11月から2月にかけてわずかに詔

た程度で他の時期には認められなかった｡

m 河川 沈積 物

河川水採取個所の川底より河川水と同時に採取した試料につき測定した｡

全試料に■放射能を認めた｡採取時期によりその値ほ変化しているが一定の傾向は認めF

った｡

Ⅳ 食 品

a 植物性食品

穀類にはわずかであるが全試料に放射能を認めた｡

果実には放射能ほほとんど認められなかった｡

野菜では全試料に放射能が認められ､9月頃陀採取したものが最低値を示し､春及び

敬したものはその値が高かった｡また､大根の場合は根陀比して菓の部分に10-1〔

高い放射能が認められた｡

b 動物性食品

牛乳には生乳､市乳とも放射能ほほとんど認められなかった｡

魚類忙ほ放射能はほとんど認められなかった｡

貝簸では､しじ克について測定したが全試料に高い放射能が認められた｡

岡山県における放射能調査(昭和57年度)

岡山県衛生研究所(所長 北村直次)

山本隆志､ 吉村 広､ 大西

三宅鷹子､ 広岡静子

昭和57年4月から､昭和58年5月まで､本県忙おいて実施した放射能調査の概要を葡

試料の調製､測定は科学技術庁放射能調査測定基準小委員会の｢放射能測定法｣(1957

洞tt与言草望ん十 王由モヨT豊蒐吐1 n nユ鮭滞り ■ 7ン′ LLll一
ヽ

~｢■■



1月21日には本年最高の11･4占8〟〟e/ゼを検出した01ナ月間の積算雨(雪)二

は4月､5月､d月の順に減少し､10月､11月は上昇した012月､1月､2

との放射能は高いが､雨(雪)量が少ないため月間の揖尊母は減少の傾向を示Lた:

射能がやゝ高く､かつ降雨量が多いため本年度最高であった｡

帥 上水､水道水､井水

これらの水は昨生度と同様フォールアウトの影響はほとんど認められなかった｡

(功 天水

本年度ほ前年度忙引続き､県南部5地点､北部1地点で採取した0放射能は雨水(

じ傾向を示した05月ほ最も高く､南部5地点は147抑e/g､275川e/f､29一

北部地点は209〟〟e/gであった｡

国 河川水､下水

河川水ほ本県の5大河川である吉井川､旭川､高梁川および人形峠附近の池河川づ

した0下水は昨年度と同じ地点(岡山市)である｡池河川､下水は5月に157〟〟｡

抑e/gとやゝ高い放射能を検出したが､同時期における他の河川水は目立った放卑

していない0池河川は水量が少なく､かつ試料採取時期に気温が上昇し､積雪中の√∃

たことも一因であろう0 しかし下水忙ついては如何なる原因か不明である｡

2･食 品

阿 呆実および穀類

果実ほ梨､桃の2種類､穀類は小麦､玄米について測定した0これらの試料の中て

の小麦(早生坊主)1品目が他の穀類に比べやゝ高い508･占抑e/灰分5ロOmg を

以外は､ほとんど放射能汚染の影響は認められなかった｡

川 野 葉

菜菜はホーレン草､白菜､大根菓の5種乳根菜ほ馬鈴しよ､大根(根部)の2得

ぞれ県内数地点より採取測定した｡根菜類の放射能汚染はほとんど認められなかった

-ルアウトの影響を受けやすい葉菜類は本年度忙おいてもホーレン草､白菜､大根潔

545･1抑C､152■餌〟C､758･9掴e(何れも灰分500Ⅰ相当り)と他の食品に比

い放射能を示した｡

佃 魚貝煩および牛乳

魚貝類はしじ左､いか､ふなの5品目､牛乳ほ主とLて原乳を試料として測定Lた

の謝〕粗け后lナ】J､｢7.J_′し了 予71L′T､旦i芸事ム十占ユー_ ′+lノヨ沃巨け､｢_ムヰ_ふ
し._



福岡県の放射能調査

福岡県衛生研究所

森 本 昌 宏､ 森

昭和57年度に実施した放射能調査の概要は次のとおりである｡4月から11月頃まで

品の放射能汚染度はかなり低い状態を保ってきたが､12月頃からいずれも増加の憤向を

福岡地方の降雪雨中の放射能は57年12月下旬から58年1月にかけて増加し､しほ

仰｡/｡｡以上を計測してし､るから､陸水､食品ともこれらの降雪雨の影響を蔽ったもの
汚染は地上葉菜類について著しく､最高は1月に採取した大根葉部で約5,500J上〟C/灰

町gを計測している｡陸水に対する汚染は比較的緩慢で無視される程度であるが､57年

から陸水の値の増加はかなりめだっており､2月忙ほ上水原水及び河川水に計及効率補正

約80から9占〟〟C 程度の値を計測し､蛇口水忙も約45ノ比〟Cを計測した｡

陸水､地上菓葡類､土壌および食品の測定値を表1から表5忙示した0 また陸水と地上

汚染推移を囲1､2に示した｡

蓑1陸水の放射能(19占2年4月-19占5年5月)

(計数効率補正値)

上水(原水) 蛇 口 井 水

平 尾 松 崎 衛 研 春吉小学校

14.2土色1 14.9土8.9 18.2土管1

川 水 下 水

那珂川

199土管0

築地町 沖ノ島

55.7土2チ8

5占.占土1占.8 占0.1土管9

1占.5土管7 11.8土8.9 15.7土8.2 14.5土5.7 55.2土215

9口･8土51･弓

15.9土8.4 14.ロ土8.4 15.5土8.占 20.占土鼠4 5ヱ5士25.9

25.1±20.5 48.1土8.7

50.8土8.9 1占.1土8.5 10.4土8.占 0.0±0.0 19.1土8.8

75.ロ士占1.5 51.2土管7

12 51.0±鼠9 70月±10.占 占.0土1U.0 54.1土1□.8 占占.5土74.9 2占.7土管9
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表4 水薄物の放射能

〔〟〟C/灰分500r□g(除.

【■了1 名

甲 い か

や り い か

採取個処

5 ヱ 占

細増税g(除K)
豊 前 市

糸 島 郡

ふ な

大 川 市

し ゞ 鬼 58. 2 市内多々良川

市内室見川

表5 牛乳の放射能(19占2年5月㌦19占5年5月)

(〃〟C/灰50DⅡ1g)

20
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米お よび小麦中 の S㌍-90

農林省農業技術研究所

○小 平 潔､ 太:巨1光 三

石F
ノ日

章桂子

例年どおり第1図に示す各農業試験場の米および小麦を対象とし､過去の昧存試料をも乍

Sr-9Dを測定して経年変化曲線を得た｡

米については第2園のとおりである｡白米のSr-9U含塵はいずれも1乃至数J上〃C/顆`

で､年ごとの増減も地域差も殆んどなくてほほ一定である｡

しかし米はわが国是産物中生産畠と消費量が旺捌酌に多いので､S r汚染濃度は低くて∃

怠らないことが大切であろう｡

小麦については第5図のように､全粒のSエー90含量は19占0一占1年を谷として占2句

上昇している｡･占1年産のものを食糧研究所に依蹟して製粉し､′｣､麦粉1Kぎ当り平均8脚C

(レンジ2-21)の値を得た｡特に雪寒冷地で汚染が高いのではないかと見られるが､伊

いため確認できず､今後の分析結果な待って詳しく検討したいと考える｡

御伽ふ㌣ん&

l雪い

‡畔l詫｢い､

鴫帯t‰餌

≠鬼
ふ〕i･U

封卜l如
筑紫野(米)

甘木(麦)

仙台(米.)

岩宿(麦)



〟〟e/kg

第2図 米のSr-90含量の経年変化



土壌,米および小麦中のCs-137

農林省農業技術研究所

0小 平 潔､ 津 村 昭 人

太 田 光 子

国立公衆衛生院 山 県 登

各農業試験場から採取した土壌､米および′j､麦中のOs-157の分析結果ほ次のとおりて㍉

19占1年採取の水田土壌の非破壊rスペクトロメトリーによる測定値ほ10ロー100D抑(

程度､また帝酸アンモニウム抽出･放射化学分離法による測定値は2D～100脚C/晦､20口′

C.口.程度で､日本海側が高く西南太平洋側が低い傾向を示した｡抽出法による値と非破痍ri

る値を比較すると､前者は後者の数%乃至50%程度に過ぎないが､前者は植物可給態塵の

得るのに大切な手段と考えられる｡第1図忙この関係を示し､比較のためSrのデータも併･

しておいた｡

米および小麦のCs-157 の経年変化は第2図に示すとおりである｡別報のSr-90のデ

比較すると､白米Cs曲線は白米S r曲線に似ないでむしろ玄米S r曲線に似ており､また

粒のC s曲線はS r曲線よりやや遅れを見せている｡また全般的にC s汚染の方がS r汚染

1桁ほと高い値を示している｡

従って米麦に関するC s汚染機構はS rのそれとは異なるものと考えなけれはならない｡

原理的には植物による吸収と値物体内移動の難易に基づくものであろうが､各採取地の立地■

えは小麦に対する根雪や砂挨の影響などについても､なお詳しい調査が必要と考えられる｡
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作物による放射性降下物中の80Sr吸収抑制に関する研究

農林省農業技術研究所

西 垣 晋､0渋 谷 政

小 山 雄 生

放射性降下物中の90Sr は､土壌中に蓄積し農作物に吸収されて､Food Chain に

人体把=Sr が蓄積することになる｡わが国では米の消費量が多いので水稲ほFood C

つとして重要である○このため水稲に対する…Sr の吸収抑制研究のため現地圃場で吸

を行なった｡

Ⅰ 核種の選択

圃場で野外使用を行ない土中に放射性Srを加えて､研究を行なうため､なるべく

の危険の少ないものを用いる必要がある｡このため各Sr放射性同位元素の許容量を

あげると第1表のようになる｡

第1表 Sr放射性元素の許容量

主なEnergy MeV 物理的

半減期

天然存在 ‡ 許 容 濃

空気中

〟e/わ遥

0.515

Witb.声ヂ9

0.915

84Sr O.5占

88Sr 82.5占

有.P

4×10~8

1×10~ペ

1×10-10

2×1ロー8 ⊇ 2

第1衰によると､従来われわれが野外使用になれている32Pに近いものほ85Sr で

は汚染の面からは32Pよりも安全と考えられるので､これを使用することにした｡

Ⅱ 85Sr を野外圃場に使用する場合の分析法と感度

野外使用を行なう場合把はできるだけ感度の高い測定法を研究して､放射能の野外

きるだけ少なくする必要がある｡また沢山の試料を分析する必要があるので､分析法

た･もの7芸ナ｢レナ丸げナ｢仁､ナrl.､(イ抽1キS r 青童の只凸il Tl】allt rel見tinn只†==1ん十 ■ト(.



取り各種の分析を行なったが､シソチレーショソ検出装置を使用した場合に最もよいデー

得られた｡

すなわち水稲体〔モミ､白米､ヌカ､葉稗等〕約40gをポリェチレソピソに入れてそ

バックダラウドの少いと考えられる1冥inchシソチレーショソ検出装置の上で測定した

モミを20分間測定し､これをRIDL
400 チャソネルアナライザーを用いて解析した

第2表A､B､C､D､Eにあげる｡

第2衰 水稲体中の微量85Srの放射能測定誤差 一郎
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第2表 水稲体中の微量85Srの放射能測定誤差
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第2表 水稲体中の微量85Srの放射能測定誤差
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第2表 水稲体中の微量85Srの放射能測定誤差
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第2表 水稲体中の微量85Srの放射能測定誤差
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第2衰 水稲体中の微量85Srの放射能測定誤差
一刑
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第2表 水稲体中の徴鞋占5Srの放射能測雇誤差
一灯

Back
ground

Counts/20min

S訂叩】e

Counts/20rnin

10,002

Net

Counts/20汀血

Count

e r rO r

at O,95

この表Gか示すように､この場合のように試料中の放射能濃度が極めて低いもの･

にほ､シンチレーション検出装置を用いて全計数を測定した場合にも､相当の精度一

簡易に測定できることか分ったが､さらにマルチチャンネルアナライザーを用いて､

仁ナハl､蛙ト≠ト′Tヽ~昌､ 血7∠:ゝJゴ†



Ⅶ 吸収抑制研究の第1年日の予備的研究結果

方法としては石灰含有材料を囲場に施用し土壌中ストロンチウムに対するカルシウム乾

くして､ストロソチウムの作物による吸収を抑制しようとしたものである0

すなわち埼玉火山灰性水田に1me/1mT の軍陣阜5Sr を投をし､土壌中ミてまく混和し

いで肥料用炭酸石灰､肥料用石灰､農用珪酸苦土石灰を用い､1qアール〔杓1反歩)空

57晦およぴ､570時の割合で施用し､他の施肥法ほ埼玉における常法把より行なった

で水稲苗を田植し､常法によって管理を行ない､水稲を収穫した0

もとより本放射能圃場の周囲には棚を設け､放射能が他に流出しないように､各睦び､傭

圃場装置を用い､汚染を防止した結果､85Sr を投与した区画以外‡′こは全然汚染は検出さ

った｡予備的研究結果ほ第5表に示す｡

第5表 Sr吸収抑制効果〔モミ)

f石灰材を投与しないプロットの85Sr 濃度を100とした○〕

第5表で明かなように水稲田植前に石灰材料を施用し､かつこれを土壌中にすきこんた

ほいづれも､モミ中の85Sr 濃度ほ低下している｡すなわち普通に/水稲哉培に対し施朴音

量程度ですでにb5Sr 吸収ほ大俸占0%におさえられていることは明かであ1て､わが匡

の水稲慣行栽培法は10アール当り(反当)50時の石灰を施用して.､るが､これほ90S

収を弱めるためにも非常によいことと考えられ､石灰施用の慣行のない地帯にも石灰施片

ることが望ましいことが明らかとなった｡

Ⅳ 結 論

以上によって明らかなように､石灰剤投与ほ水稲のgOSr 吸収抑制に効果があり､こか

したようにカルシウムを加えて土壌中のカルシウム量を増加し､Sr に競合させて作物匠

壌中の90Sr 吸収抑制を行なうことは可能であることを示すものである｡

t ll ヰ_⊥アナ 00 ロ_
′rヽ祀Ihせ.∠

n O/召∃藩†すJ_､キ ム ヱ ナ しI一寸療良一rこ七､こ乙､ムミ ナふ-卜Jlこ折



大豆と大豆製品の…Sr､l=Cs温度について

放射線医学総合研究所

○市 川 竜 資､ 阿 部

高 田 直 子

豆類殊に大豆ほ植物性蛋白質を多量に含みかつCa含量の多いものであるから､我カ

から食生活に多種多様な利用が行われてきた｡我々のCaせっ取量のうち20%-2≡

らせっ取されており､その量は他の野菜類全体にも匹敵するという0また植物であるカ

Sr/Ca 比は陸上動物性食品に比してはるかに高く､従ってSr元素のせっ取源とし｢

であって土壌中=Sr蓄帝量の大きい場合にほ90Sr の人体に到達する経路として重彗

る筈である｡そこで､昨年より大豆及び大豆製品rみそ､なっとう､とうふなど)の9

13TCs濃度の分析定量を行なってきた｡19占2年市販の大豆製品及び19占1年秋房

豆忙ついては前報にて述べた如くで､90Sr は大よそ50～50pc/gCaの濃度範囲

席のみがその猪程度の濃度であることが注目された0今回は19d2秋産の大豆と1～

販の大豆製品についての結果を報告する｡我が国の大豆製品ほ相当量の米国輸入大豆ち

ので､大豆の調査のみでほ不十分である｡19d2年秋慶大豆ほ19dl年秋のそれ｣

137Cs渡度共に高いが､これは採取地点に日本海側及び北海道が入っているためであー

年のフォールアウトによる直接汚染の影響もそのために拡大されて示されていると思ナ

新潟､倶知安ほフォールアウト降下率も高いことの明らかな地域である0大豆製品に威

はそれ程両年度に大きい差は見られないといえるが､13TCsほ豆腐､味噌ともに19一

ものが高い｡豆腐は大豆及び他の製品に比べてCaに対するpOSr濃度が低く､数分♂

いことは前報でも明らかにされており､今回はその理由を検討するため､製造工程をタ

に豆乳とおからをも試料としたが､豆腐の凝固前の状態である豆乳の…Sr/Ca 濃度¢二

品と同様で数10S.U.の値を示し､豆腐の低い川Sr/Ca濃度ほやはり凝固剤として方

に大きく影響されるものと考えられる｡現在の汚染状況の下にて…Sr/Ca濃度が1梓

海産生物を除けは乳製品のみで､これも次第に10S.nを越えようとしているから､亘

Ca濃度は農産物中最も低いものと云うことができるo Sr/Ca比は大豆､みそ､お力

5xlO-3くらいであってふつうの植物と変らないが､豆腐及び豆乳は0･5～1xlO

前者よりやゝ小さい事がうかがわれる｡この事は大豆からその可溶性蛋白成分を中心と



5～4pc となり､Caほ各々25mg､25mg､250rng 合計50ロmg となる｡こ

々の1日の90Srせっ取量の概算10pc と比較して50～40%にあたる｡ただし豆腐の

令はCaせっ取量500～占00mgに対し1丁で25Omg Caもあり､それ把対し9OS=

1･5pcで､1日量の15%に過ぎない｡137Csほ前記献立にて各々2.5pc､1pc､4p

となり､合計7～8pcで､最近の137Csl日せっ取量ほ50～100pc ていどであるか

10～15%ぐらいの寄与把あたる｡

第 1表 90Sr 濃 度

種 類 採 取 条 件

豆 腐 市販19d5 Apr

〝

〝 May

産 地 90Sr pc/昭 pe/′gCa

東 京

埼 玉

豆 乳 〝 Ap r

〝

〝 May

19占2 Sept

75

19

5.9

ヱ7

0.ニ

0.4

0.1

□.与

埼 玉

船 橋

千 葉

千 葉

4.5

ま2

4.1

占.占

27

0.占

ロ.8

□.9

1.4

1.8

お か ら 19占2 Apr

〝

〝 May

19占2 Sept

東 京

埼 玉

船 橋

千 葉

千 葉

15

17

25

55

55

2.4

1.8

5.占

占.7

4.7

味 噌 仙 台

信 州

名 古 屋

千 葉

越 後

52

58

57

49

58

1.8

1.9

4.0

4.占

4.8

大 豆 19d2 秋産

〝

〝

〝

〝

鳥 取

倶 知 安

札 幌

千 葉

岡 山

289

588

118

109

82

2.2

2.9

1.4

2.1

1.7



第 2 表 1=Cs 濃 度

種 類 採 取 条 件

豆 腐

豆 乳
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上水道水中のgOSr及び =†Gs温度について

放射線医学総合研究所

○鎌 田 博､ 清 水 恵美

佐 伯 誠 道

放射能対策の一資料に供するため､24都道府県衛生研究所の協力を得て､上水道水源刀

蛇口水の90Sr 及び137Csの分析を行なった0

昭和57年度は24都道府県から2占個所､合計512試料､昭和58年度は新潟､東扇

阪の5地区について調査した結果を報告する0

採水地別にみると河川の表流水を源水としているところが多く2d個所中1d個所､湖再

水泡を源水としているところは4個所､河川の伏流水を源水としているところは4個所､肇

地下水を源水としているところほ2個所であった0

新潟､東京､大阪は57年度の調査でほ高レベルを示しており､58年度も引続き調査1

している｡上記5都府県は何れも河川の表流水朝軒としている0
蛇口水ほ採取源水の同一配水地区より採水した0

分析結果は､第1囲､第2周及び第1表の通りである0

90Sr濃度ほ表流水を利用している原水が高レベルを示し､月変化も大きく､伏流現
下水等を利用している源水は低レベルでしかも月変化も少い0

蛇口水は全般的に源水よりもレベルが低く､源水膿度と大体パラレルな傾向を示してl

13TCs濃度ほ9USr濃度よりも常に低値を示し､各上水道水毎に異なった濃度比を示1

ることが見受けられ､源水の137Cs偵度/90Sr濃度と蛇口水の131Cs墟度/90Sr濃劇

口水が低値を示している0

フ:･ノウ和いぅすさ"かいβ＼.
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第1衰 上水道水中の…Sr及び137Cs濃度
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当所においては､1∴9占1年核実験再開後よりt科学技術庁放射能調査委託にもとづ

県衛生研究所の協力で集められた牛乳･野菜試料中の90Sr､137Csの分離測定を行な

更托∵19･占ヨ年度からは雨水･ちり､陸水(上水､流水〕､日常食､土壌の各試料に

机Sr､=TCs
の分離測定を行なっている｡

19占5年占月までの試料について得られた結果を報告する｡

牛乳､野菜についての測定結果ほ表川･t2-の通りで､牛乳では本年1月～占月までの



等諸芸芸迄慧警警這ア:ニ言ニミ警警警ミ≡芸忘芸芸警芸呈ニ≡去芸孟:孟這ニニ芸孟∑比校検討することが非常に困難であるが､S.U.100以上の比較的高い90Sr 汚染頻度

として､秋田､新潟､長崎､静岡､等を上げることが出来る0

13TCsでは､地域､種類､季節的な変動は特に見られず､ホウレン草かハクサイ､キ

して高い値を示している｡

その他､雨水･ちり､陸水〔上水､流水)試料等についてほ5･占月の結果報告にと

第1衰 牛乳中の90Sr及び137Cs

試料数
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5.1 ～ 占.5

C U

測定値一

12 ～

19占2年1月 1.5 ～ 10.0 14 ～
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カテゴリー別日常食中の9uSp及び131Cs濃度

について(第1報)

放射線医学総合研究所

佐 伯 誠 道､0上 田

鈴 木 譲

カテゴリー別日常食の試料は､札幌､新潟､東京､福岡の都市成人､農村成人､鼻

阪の都市成人､集団給食を､夫々1人が二日間に摂取する食餌を10人飢主食類､

及び汁類の4カテゴリーに分けて､年2回(占-7月､11-12月〕採取すること

れ今回は占､7月に採取された5占試料ほ着12試料を含む〕のうち現在迄に侍

する｡

各衛生研究所で炭化した試料は､当所で更に450Cで約12時間灰化し､中ロSr､

に供した｡

イ〕r鯨波高分析

試料中のr疎放出核種を調べるために東芝製25占チャソネル波高分析器〔NaI

スタル1を用いて測定した｡カテゴリー別では､野菜ならびに主食に自然放射能を

すピークが顕著にあらわれ､次いで13TCs及び95Zr-j5Nb
の存在を示すピークが

る0肉類では､机Ⅹ及び13丁(コsのピークが野菜､主食と同様に､かなり明瞭にみら

95Ⅰ帖の存在を示すピークはほとんど見られなかった｡地域的にみた場合､核種に}

はど顕著な差異はなかった｡

第1囲は､1例として大阪､都市成人の野菜及び肉､東京･都市成人主食のr線

である｡

ロ)9uSr及びⅠ3TCs

9uSrの定量は発煙硝酸分離法によって､5占試料(未着12試料〕の分析を行っ

その結果を口答発表する｡

13TCsでは､大阪･集団給食､北海道･都市成人及び北海道･農村成人で0.9～8.

であり､他の地域把ついても目下整理中である｡



日常食のSr■-90の汚染度について(3)

国立栄養研究所

速 水 決､ 早 川 徳 子

佐々木 理喜子､ 鈴 木 一 正

五 島 孜 郎

19d2年直においても､ほほ前年と同じ要領でその後のSr-90による日常食の汚染状況

査した｡

本調査の重要性に鑑み､本年度は調査地域の数を少し増し､また地域によっては年間の調査

を4回にしたところもある､調査地域が従来と臭っている所があるのIま､本調査の試料採集に

の困難性があるので､日常食以外の土壌､･野菜､米麦､飲料水等の調査と同一地域であること

宜であるために変更したからである｡

即ち宮城･愛知･大阪･石川及び鳥取の諸地域の大部分は新しく選ばれた所であるれ原則

て7月と11月の2回､北海道､秋田､東京及び福岡の4地域においては原則としてd月､1

12月及び翌年2月の4回調査することとした｡しかし農繁期などの地方的の事情によって調

施の時期が若干ずれた地域もあった｡

対象は都市及び農村の成人と農村

の幼児の5種類とし､何れも10世

帯について1人1日分の調理した食

餌を採集した｡

試料はそのまま送付して貰い､当

研究所において乾燥･灰化し､科学

技術庁の制定になる方法によって放

射性ストロソチウムを測定した｡

調 査 成 績

年間4回の測定を行った地域の成

績は第1表に､2回測定の所の成績

は第2衰に示した｡季節による変動

は春や夏にくらべて秋の方が高く､
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第2表 日常食中に於けるSr-90の量

(年間2回の調

19占2年7月 〝 11月

試 料 調査地区 対 象

都 市 成 人

宮 城
農 村

成 人

幼 児

都 市 成 人

愛 知
農 村

成 人

幼 児

都 市 成 人

大 阪

石 川

島 村
成 人

幼 児

都 市 成 人

農 村
成 人

幼 児

都 市 成 人

鳥 取
農 村

成 人

幼 児

第5表 Sr-90の地域別の比較

日本海測の地域 侶

都 市

成 人

太平洋側の地域(2)

Sr9U摂取量
(〃〃C/d/p)

Ca摂取量

(g/d/P)

Sr9U摂取量
(〟〃C/d/P〕

15.0士4.88 口.585土ロ.128

5.9±1.75

5.9±1.75

Ca摂

(きレ/d.

D.519士

農 村

成 人
15.5土4.79 0.占95土0.199 エ7士2.81 0.457±

集 村

幼 児
89■±5.91 0.429±0.108 5.2±1.占占 0.555土



茶および紅茶のgUSrおよぴIaTC!=こつし､て

国立衛生試験所

長 沢 佳 熊､浦久保 五

亀 谷 勝 昭

緒言､茶および紅茶は核実験による放射能汚染が大きいと考えられ､それらのうち牢

び‡"Csの飲用時の茶湯中把移行する割合を知るため､57年に製造された茶および紅

本実験を行った｡

分析方法および分析結果一茶､紅茶およぴそれらの乾燥原葉50gを灰化し､陽イカ

を用いて､もusrぉよび1㍍Csを分臥如の溶離液につき､¶rは科学技術庁剛

ンチウム分析法により､削Csについてはリソモリブデン酸アンモニウムおよびジピノ

ナトリウムを用いる方法で分析したn茶湯中の叫SrおよびⅠ3TCsについては製品50

三角フラスコ把とり､熱湯1･5gを加え､1分間煮軌10分間放置したのち茶こしを

澄液1ゼをとる0この液を蒸発乾回し､灰化したのち､上記の方法で分析を行った｡

蓑川茶､紅茶およぴそれらの乾燥原菓につきpUSrおよぴⅠ㍍Csを分析した結果を元

茶および紅茶の抽出液についてgUSrおよぴ13TCsの分析結果を示した｡

衰1 茶および紅茶のpOSr および削Cs

試料採

取場所

静 岡

試 料 の

種 類

採取年月および叩Srェユ3了Cs脚C/100g

5月
8USr lユ7Cs 拍Sr7月1=Cs

茶 原 葉輩

紅茶原菓♯

茶 製 品

紅茶製品

150土4 2=土7

98±4 255土7

7占土5 101士5

1口占士5 155士5

4月
9USr lユ7Cs

1d5±5 595±8

149士5 57占±8

148±5 204±占

120±2 272土7

1ロ9出1

75ニヒ5

85士5

97士5

占月
9USr 13TCs

枕 崎
紅茶原葉※

紅茶製品

115±4 500±7

11d土5 288士7

119士4 542士7

12D±4 519土7

7月
9USr 13丁(〕s pUSr

8



衰2.茶および紅茶抽出液の9USrおよび13TCs

採取年月 9USr 〃〃C/10口g 移行率% 137Cs〃〃C//1□Og

静 岡 茶

静 岡 薪t 茶

枕 崎 紅 茶

鹿 児 島 茶

57年7月

〝 7月

〝 占月

〝 8月

11.2土1.2

11.7±1.8

10.1土2.2

19.8土1.占

′白

7

4

(y

7
‥
+
(
冥

8

41

147口土5.2

2占4.5士占.5

5口5.占士占.7

2口8.0±5-0

1

｢/

5

て〕

7

q′

0′

′0

考察および結語､茶および紅茶製品はかなり著るしい汚染を示している｡これらの製品のう

絶類につき､茶湯中をの移行率を調べた｡

結果､紅茶では茶碗中之が"Csの移行は茶製品より多い傾向を示し､殆んどが飲用時の尚

る傾向を示している｡また9USrの移行率は､数例の実験ではあるが､茶および紅茶の区別はあ

認められず､1C%前後であることを知った｡



灯台飲料用天水中の90srの定立

国立衛生試験所 長 沢 佳 熊,浦久保 五

城 戸 靖 稚,粕 淵 秀

昭和57年4月以来放射能調査の一項として当所では･全国各地灯台の飲料閂天水中

よび137csの定量昇担当した｡

海上保安庁灯台部の協力を得てl昭和57年慶は全国14ケ所から毎月=軋昭和5

7ケ所から隔月咽lロ過および未口過天水各1叩の送付を受軌
これについて9□s

13アcs:を分析した90srに関して昭和57年慶分と昭和58年魔の一部の分析結新

報告する∩

なお､13アc旺ついては･測定用試料作成の段階に止まり.目下測定中である｡

実 験 方 法

01･宗谷岬航路標識事務所

2･根室航路標識事務所

0 ま 積丹航路標識事務所

4･室蘭航路標識事務所

5･大間崎航路標識事務所

占･鵜の尾崎航路標識事務所

0 7 両津航路標識事務所

0 8･≡宅島航路標識事務所

鼠 神島航路標識事務所

10･潮岬航路標識尊脊所

011･長尾鼻航路標識事務所

012･章戸岬航路標識事務所

15･若宮航路標識事務所

014･枕崎新路標識事務所

0印は昭和58年変調査分

前記の灯台から･ポリエチレンビンに入れて送付されロ遇および末日過天水各1叩に



に対する計数効率を決定した｡

試料から分離した90了 の計数率に担体として加えたストロニ/チ1ウムの化学的収率(雪

92.50%で∴ g彗 の減衰 および.90Yに対する計測器の計数効率の補正を加えて90

壊数を算出し.これから90srの量を求めた｡

また炭酸塩としてアルカリ土類金属身分離した母硬から.13アcsをリンモリブデン酸アシ

ムセシウムとして分離した(Tablel)｡

別に原水100mク身ビーカーにとり､赤外線燈の下で蒸発乾固したのちい残留物を脚腐

皿に移して試料と同一重量の塩化カリウムを標準として総放射能を測定した｡

実験結果:試料の採取言己録.前記の方法にしたがって測定した総放射能および90日r分布

Table2に示す採水地をF土glにまた各地における月別の9Qsr量をFlg2に示す｡

1)科学技術庁編.放射性ストロニ/チウム分析法

TablOl.Radio-ChoⅡ止Caldot8rmlnatlOコ Of90sr a□d13アcs

Of saⅡ】plO SOlu･t土or】

Ad･且100研ゼ of HN O3

S七a工1且 for about a Ⅶ00k

A山11□即叩 Of sr2+a□且 5

+
C∈;

Heat at〕0ロt tO 800and.2

100才 Of■ 封a2CO3Ⅵ1tb Ⅱ】8C二

Ca1 8tlrring

COntlnu8 日tirring
for

thor 50ⅡJlr〕 Or mOr〔)

StaI〕d over工〕1gbt

Slhon the 日uPernatar]t

Sup()rr】ataI〕t PrecIPltate

A且且1007呼 Of p a百 村aIちPO4 ⊃18日OlvOlnlOOmβ of N

Heal;ger]tly tO 50Chd･且 150呵 He･at ger]tly'tO al〕Out 9

0f川鵠j6Moァ024･4王i20 Ⅶ1th a□且 nontraユ1ZO Ⅶ1th NE



15日貰12行以下卑下記のよう町訂正すろ〔

Tablelさ Radio-Chemicaldeterm通ationof90srand157cs

lOlof sample solut土on

1AddlOOm16f

Hワ0ぅ

Stand fdr about a week

AddlOOmg of Sr2+andラ0-〕mg
Cs+

Heat about 七0 800ana ユddlO

Or Ta･)COぅwith･meChanicalsti

rl三唱

Cむtl･tlnue stlrr土町r fo王､anOthe

11二1_:⊥ Or mO三'e

St■ニュd oて∫ernlEモE■L

Sj止on 十be suf-ernd･七a′nt

;止tノご∴･_
ノt亡_t

Prec土jj~:L(jte

､ご∴㌍二昔七三芸昌0叩芸慧叫
1コ･/1f(H叫)6Mo70釣○幅∠0
再▲ヒ1亡･二.こC仁王n土cal昌tirri_ng

こ▲･･･≠二continue.stirring
fo土､

a:10し二;e工､うO mln or more

St心.･1d っvern土gh七

つis3Llvei兄1∴′･〕;1]_ Of 甲州ヨCl

巧eコセgently t〇tエロ…セラ00and

r⊥eutrJlユ呂e ㌔J主七iユ田¥与OH
Å調う混血 Qf sヨ･td｡Ⅳ説2C〔)ぅ

竜登三諾…rO認諾七a画f山
･ii予‡Oi3

Supernatant Precipitate

fre･C亘_.-土七､.七e

〕].3二:止マelOOmlof†摘もOH(1-
ニ三)

1⊥d､1T三てぅ.unt土1precipita-
t⊥{1､_､王e∈買ユrlS and add more

1〔ト｢一 0ご excess耶0ぅ

ちと､.･1.d ⊂′Vernlgbt

ぎj∴こ巳r througb耳filter

Stj_Ctご

Pヱ∵.､C_ユ_.ノ1亡dte

⊃j(ニ･車一i二 こ dis･h of 60椚

ii_
三つter.uil･二er

土nヂr止red

l二
.､1`1

ハ.｢.-,1十
hrr フら丘

Dissolve土n20mlof6問一甜0ぅ
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粉乳中の90日r ぉよび137cs について

国立衛生試験所 長 沢 佳 熊

浦久保 五 郎,亀 谷 勝 昭

緒言19占2年直に製造された粉乳について掴srぉよび13アcsの分析を行った｡本剰

粉乳中の90日rぉよび13アcsの含有量の地域的な変化を調べるため､7カ所の製造場所かょ

粉乳を集めて分析した｡市販製品の製造の関係で.採取年月日は不均一であるが.かなり地

変化があるような傾向を示している｡

分析方法および分析結果.gOsrの分析ほ科学技術舟編の放射性ストロンチュウム分析阻
137csの分析ほ陽イオン交換樹脂を用い過剰のリン醸イオンを除去したのち.リンモリブテ

ンモニウムおよびジピクリルアミンを軌､る方法で定量した｡つぎの表に粉乳1□0才･当り(

数を示す｡

表1 粉乳中の錮sr ぉよび137cs

製造場所 製造年月日
90sr

〃〃C/10柑
13アc日

〃J〃C/ト

北海道遠軽 19占2･ 8･ 4 12･2 士 0･4

福 島 〝

松 本 〝

東 京 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 〝

〝 19占5.

〝 〝

9 7 貫9 士 □.4

4.11 5.5 士 0.5

4.17

5.21

鼠 9

10.14

11.

12.22

1. 21

2.21

4.1 士 0.4

5.占 士 0.5

5.1 士 D.5

8.0 士 0.5

占.1 士 0.5

7 2 士 D.5

占.4 士 0.5

9 0 士 0.4

平 塚 19占乙 7 5 5･1士 0･5

_ ′ヽ
′

7 11
′1

王 ⊂: ■
l

n 王

11-0 士 5.

4チ5 士
2.

14.占 士 1.

1占.4 士 1.

45.4 士 1.

nU

Z｣

9‥

5

ZJ

5

nU

nU

nU

て〕

て〕

′b

5

∠U

5

てJ

4

4

4

AT

4

11.

2

つL

2

2

2

2

士

士

士

士

士

士

士



徳 島 19占2.10.12

〝 19占5. 1.12

鹿 児 島 19占2. 5.19

〝 〝
12. 9

7

て〕

7‥

4

つ｣

9

4

7‥

l

4

4

5

4

nU

nU

nU

nU

士

士

士

士

2

1‥

2

2

士

士

士

士

0

5

2

nリ

5

4

8

1.

4

2

7

5

考察および結語 上記の分析結果から北海道では粉乳1□0才当りの90srぉよび13アcs

12･2±0･4および110士5･4〃〃C を示し､鹿児島では14.2士0.5および78.□士:

を示した｡之等の値は.いずれも本州中部地方で製造された製品より高い値い昇示していモ

例の実験例しかないので十分な結論は得られない｡また90srぉよび13アcs の増加につ㌔

科検数の少ないため.結論を出すことができなかった｡

イオン交換樹脂による牛乳の除染法

日本乳業技術協会 野 崎 f

核実験の部分的停止が実行されている最近でも本邦産牛乳中にほなお相当多量のSr-9l

-157を含んでいる｡前年産に引続き牛乳中の異常放射性核種を除去すべくイオン交換樹月

について研究を進めた｡

牛乳中に含まれているSr-90やCS-157を除去すると同時に他方牛乳の変質〔主に圭

比の変化から生ずる〕をさけて.価値を落さないようにする把は混合塩カチオン交換樹脂≠

ように配慮されねばならぬ｡また現実の工場作業に加えて､放射能除去を実施するとすれい

作業の容易なカラム交換商法を採用することになろう｡

ところで牛乳中の主賓カチオン塩はK､:m町.五郎㍉ Caであッて.おのずからこの四卦

の交換樹脂塩類の配合比が中心課題となる｡そこで工R-120のNa塑塩類樹脂身詰め斉

交換塔に牛乳を流下させて.その原料牛乳と流出牛乳中の四種塩類変化のなくなったあと♂

脂塔中の塩類組成比を調べてみると.

N a E Mg ca.

原料牛乳塩類 1.0.ロ 1.57 0.54 2.44

凶 日ヒ dr ⊥亡ご 鮪 ■ n n r n 一一 一 ′､ ′､

_
† _

_



ところで別に作られたNa型.K型.Mg型.ca型 樹脂が前述の割合で混合されゝはよ

カ.均一混合は難しいから同一組成溶液内に放置して.自然平衡状態に遷するをまたねはな

しかしその手間が面倒であるから.簡易常法を用いて使用済みのイオン交換塔を以下のよう

で洗催すれば.新生混合塩型樹脂を作ることが出来る｡

牛乳中塩組成比 +
樹脂内塩組成比 -

牛乳中塩組成比

以上の式から実験的に得られる各塩類塵度ほ

NaC/フ ヱ7 夙/β

E Cβ 55･5 才ノβ

MgC/フ2 ヱ0 才

Ca･Cグ2 58･0 才

となる｡以上の混合憶溶液濃変を約10%〔幸1.8N)とした水溶液を作って.再生を要す

ム塔を流下させると.カラム内樹脂の約20倍量の通過(S.Ⅴ.==で- はゞ水溶液の

比に変化はなくなる｡

以ヒは一応標準的な方法に過ぎないので.一部再生剤の組成比身かえながら.流下牛乳中

組成比を分析し､乳質変化の少ない再生剤液の組成を検討した｡その結果現在の時点では.

の組成は､

N a O.15

K

であれは､通塔牛乳中の塩組成は

K

0.7 7

N a

+ 2 0ワも ー15

の変化にとどまり.また牛乳の変質程度ほ

了ル コ
ー

ルテスト

9弓Oc. 占0分加熱

比 粘 度

比 喜

カ ード.テンショニ/

全 固 形 分 %

原 料 乳

〔-J

〔-J

O.□18 0 □

1.0 514

45▲0 才

11.81

Mg O･25eq

C a. 0.占 7

Mギ C a

- 5 2 - 7

処 理 乳

f-J

(-J

O.018 28

1.0 514

44･0 才

11.占 7

となって.変質防止成果としてほ最良の効果をおさめ得た｡

そこで本剤で再生された交換樹脂カラムによって.混入放置された牛乳中のSr-85やC



ⅡJllk/resl工】容量比

1

2′､一 4

4′･- 占

占′-一8

8′-10

-2 5

′､5
□

′･･･10 0

除 去

Sr 85

71.5

占 占.5

占4.8

占5.9

占 4.5

占2.5

58.1

55.2

率

CS-154

9 4.8

98.2

9 4.2

91.7

9 占.0

Csは比較的除き易い坑 Srはや⊥除去効率は落ちる0しかし交換樹脂の10倍量程

量であれは･約占5%のSrほ除き得るし-10□倍量の牛乳を通す場合でもなお50%

日r除去能力が保有される｡

ところで汚染牛乳からSrやCs=を集中吸着したイオン交換樹脂から.それら汚染核種

るには如何にするか0最も実朝勺な手鼠再生液による吸着SrやCsの離脱速度を調べ

再生液/樹脂容量比

1.5

1.5へ.5.□

5.0′､4.5

4.5～占.0

丘0′一三 5

ヱ 5′､9 0

計

Sr-90

5 7%

17

12

9

占

5

8 占

Cs-157

4 5%

2 0

10

10

占

91

約10倍量の再生剤液を流せは･はゞ90%の吸着汚染物が交換樹脂から落離されるこ

かとなる｡

なお現包180ク/七r能力の汚染除去装置身軌､て.牛乳の敬射能汚染物除去におけ

場試験を続行中である｡



牛乳および飼料中のSr-90､Cs-137汚染濃度の推移

農林省畜産試験場 檀 原 宏,三 原 俊 彦

宮 本 准, 野 崎 博

昭和5占年秋 ソ連の5ロメガトン級水爆実験以東 当場では全国占ケ所の地点より.毎

で飼養中の午から搾乳した牛乳を集め.その日r-90.cs-157の汚染濃度身測定分析し

それらの結果は.これまでに速決報告してきたが.今回は昭井口57年4月より.58年9

の経過につき報告する｡

また.57年虔よりこれら搾乳牛の飼料〔牧野革類〕の一部について測定分析を併行して

で､あわせて報告する｡

大きな特徴としては次の傾向があげられる｡

牛乳のSr-9□:昭和57年d～8月にいちじるしく高い時期があらわれ.とくに北海

ものは4Ds.u.にもおよんだ｡9月以降.それらはふたたび低下してきて何れも2Ds.廿似

り､それから順次ゆるやかに下降の線をたどる｡58年2月にほ何れの地域も1□s.rJ｣読下

ここに最低の谷間を作っている｡それが5月をすぎるとふたたび増加し.7､8月には何れ

S.り.身上まわった｡とくに千葉の占月産の牛乳は54日･rlを示した0

地域的には.だいたい北海嵐 東北が高く.関東 九州のは低い傾向にある(ただし､5

月は例列､〕｡

牛乳のCS-157:昭和57年4月から58年2月頃までは.Sr-90とはば類似した

示しているが.sr-9□にみられた58年2月の最低の谷間は.Cs-157においては認め

い｡CS-157は.58年の5月以降は急激に増大し.100c.mのラインをはるかに突破

くに東北産の5月の牛乳は2□O c.け.を越している｡この傾向は8月になっても変らず.2

の線を超えるものが増えてきた｡

飼料のSr-90およびCs-157･牛乳に比べて.系統だったサンプリングができなか

で.飼料一半乳の汚染関係を明確に指摘するには至らない｡しかし.両者の間のだいたいの

知ることができたので.現在.これをもとにして飼料のサンプリングの体系化身はかりつつ

追補 二 東北地方より得た牛乳は.北海道のものと並んで汚染が高いのが目立つ｡そのた

北でのサンプル採取地点を増加して.その汚染の推移をとくに注視する必要性が痛感された

わい､東北大学農学部畜産物利用教室(中西武雄･菅原 弘Jでは同じ意図のもとに測定分



牛肉のセシウムー13了汚染濃度

農林省畜産試験場 桶 原 宏,0三 橋 俊

野 崎 博

現在わが国民の食生活はl従来の米麦中心より次第に変化して.畜産物の需要が年号士

た｡

Cs-157は半減期が55年にもおよびl化学的行動がKによく似ているので.体剛

筋肉や臓器など.某組織の柵包へ移行し蓄積される｡

この元素はきわめて容易に吸収されるが- また排泄も速いので､食品からとりこまれモ

容易に身体を通過して出て行く0したがって外界の汚染が一時的であれはさほどでもな＼

が永続的になれは問題が担ってくる0これは家畜でも同様で一飼料が.FalトOutでブ

染された事態となるならば･とくにK含竜の多い羊肉は.cs-157の汚染に注目しな十

ない｡

この意味から･当畜産試験場において-0教頭の午(乳牛川つき.そのCS-157

変身剰定した｡

今回はそれらの成績をまとめて､その一部をここに報告する｡

1.測定分析

本場において艇の栄養障害発生試験のために飼養した.ホルスタイン系〔18が
験終了後屠殺し･その筋肉について分析した0各筋肉の採取部位は､第1図把示す通り

採取は主な部位から占ケ所とし･1試料あたりそれぞれ1-2晦を掛､た｡

第 1 図

1.托上 筋(とうがらしJ

2･上腕≡頭筋〔さんかく〕

ま 背最長筋(ロースJ



分 析

各部位の窮肉を鉄製容器内で･任意して炭化する0この炭を砕いてよく均一に混合し.

磁製ビーカーに入れ.電気炉にて55□Ocで24～48醇聞かけて灰化する｡

この灰を塩酸(1:1〕約5□mクに溶解し■ Ch∴rrlerとして.cs十50〝塘を添

胤そのロ液を蒸溜水で250研イ,に定零する｡このうち.1〝ぴをとり.Tetr｡一 二Ph

月Orateによる喜昔法でKを定量して､K含量をもとめる｡残りの溶液ほビーカーに移

れにリン･モリブデン酸アンモニウムの粉末約0･5才を添加.穂拝してロ過〕ロ液ほ捨て

沈澱はアンモニ了水(1:4)1-2m■〆で溶解する｡たいていこのとき.リン酸第二

い沈澱が現われるので- しはらく放置して再口過する｡このロ液に蒸溜水を加えて100

上とする〔次の操作でKがc8と共沈するのを防ぐため〕｡

これに10%塩化白金溶液1肌βを加え.塩化白金酸セシウムとして沈澱させ.小型口

過し･GM計数管でその放射能を計測した∩以下常法により､標準試料より求めた校正許

CS-157の〃〃C値を得た｡

2.結果および考察

全体として.cs-157の汚染濃度ほ比較的低かった｡

また各部位ごとにみても･特に汚染の高い部位は見出せない0なかには多少高いと思わこ

のもあるが･有意の差はなく一何れも測定誤差の範囲内におさまるようである｡

測定に供した半ほt はとんどが特殊な試験目的のために飼養されたもので.その飼料は一

に大きなかたよりが作られ青乾葺類は殆んど給与されていないQした-へミって.この値が一

号現在の牛肉のCs-157汚染濃度を代表しているとはいえない.む｣ろ汚染慮変の最も1

であると見るはうが妥当であろう｡

しかし低いとはいえ･全般的に約20〃〃C/働くらいのCs-157が検出された｡

今後外部環境における汚染慮慶が増大して･かつ-それが永く続くようになれは.判

CS-157慮産も楽観視できなくなるであろう｡

高Ca給与による牛乳へのSト90分泌抑制試験

農林省畜産試験場 越 原 宏,○宮 本
一任



れる0従って飼料中のCaの量を増せはSr-90の吸収が抑制され､牛乳への分泌が減

とを予測したものである｡

2･供試動物および試験方法

北海道農試畜産甑九州農試畜産部および畜産試験場〔千葉)の5カ所で飼衰中のホ

ン種乳牛をそれぞれ2頭づつえらび供試した0これらの一対の試験半ほ体毛経産凰

乳量などのできるだけ近似したものがえらはれ-ほとんど同一の飼蕃管理下におかれた

主としたが､なかにほ継牧を行なったものもある｡

試験方法は各場それぞれの事情に応じl開始時親試験期間は異なったが.方式はす

とし･2頭を1対として試験期･対照期を交互にくりかえして.さらにそれらを各頭毎

くみあわせたいわゆるスイッチバック方式(銅itcb 丑ack Ⅱ】8七hod日)を剛､た(

対照期にほ通常飼料を給与し･試験期には飼料中にCa剤(炭酸カルシウムにリン酸

ムを混合してタ/Caの値の変化を防いだ〕を添加したo ca剤添加量ほ各場により若干

が･大体1日1頭あたり5ロログ位を与えた0これに対して対照午は1日一頭あたり1

15ログ程度である｡

5･試験結果および考察

第1表に試験結果を示す0各測定値の信頼度が低いので一通常のトte8tおよび針

を適開するには意味がうすくなる0そこで結果を符号検定法〔s土抑 t8日り によっ

㌔その結果北海道および九州で5%の有意性が認められ試験期の方が対照期よりJ

90srが少なかったが･千葉では両者のちがいが認められなかった0この試験から.掛

給与期間は牛乳へのSr-90分泌濃度が一対照期間にくらべが若干低下することがうかフ

なお･ひきつづき切り返し〔sⅦ1tCh
BaCk〕の回数や分析点数を増加して.この斉

の試験を行なっている｡



第1表〔高Ca給与による牛乳中の90Cr分泌抑制〕

値はすべて S U=90日r〝〃

千
■葉

対照期

〔無添加〕

5 7.8

4 2.4

15.2

2〔L フ

4 5.0

5 0.占

1ヱ 7

1 占.7

14.O 119 2

1占.5

1鼠 8

8.8

1占.5

15.8

2 0.4

9 9

1占.0

試験期
(Ca添加J

対照期

〔無添加)

11.9

11.2

試験期
〔Ca添加)

平 均 21.5 2 5.1

瀞 】
l

4.7

〔荏1)差の有意性ほ甘:試験一対照=ロとしてSlgn 七日St(符号検定法)によ

〔任2 測定値の間の横線は切り返し〔SⅦ1tCh Ba.Ck)を示す｢.

家畜骨中 の S卜90 に つい て

農林省家畜衛生試験場

0林 光 昭, 宮 尾

19占5年5月から8月までに採取した馬骨42例(占地区j.半骨58例〔9地区j.

15例〔り也区)､山羊骨2例〔1地区〕についての錮sr慮慶ほ第1表～第5表に示す

あった｡なお.空欄の部分については現在分析中である｡また.年次別の推穆については.

1957年以来の牛馬骨の90sr塵庭の平均値を示した｡



第1表 馬 骨 90sr 濃 度

例 数 Sr/100口Cr l s.†J

道
城
京
野
島
崎

8

4

9

9

5

7

0.占 59 士 0.182

0.587 士 0.154

0.545
士 口.10 4

0.4 92 士 0.0 占 7

50.占 士 1

8占.8 士 4

50.2 士 1

55.8 士 1

第 2 表 半 骨 90sr 濃 度

例 数 Sr/1□08ca

道
城

形
京
潟
野

取

島
崎

海北
宮
山

東
新
長
鳥
広
宮

口.5 71 士 0.088

口.2□ 7 士 0.05占

口.529 ± 口.104

0.541
士 0.054

0.254 士 0.057

25.占 土 子

22.2 士 5.

10.占 士 5.

19 5 士 2.

55.4 士 1

第 5表 豚.山羊90sr 濃度

採取地 例 数 Sr/1□0ロCa.

駄 東 京

山羊東 京

19 5 7

19 5 8

19 5 9

19 占 0

ロ.257 士 口.052

0.585 士 0.05占

8.48
士 4.

2占.8 士 5.

第4表 牛馬骨90日r濃変の推移(1957年～19占5年〕

9qsr濃度〔S.【り

4.0 士 1.5

鼠5
士 4.5

8.8 士 5.2

10.0 士 4.1

例 数 90sr濃度(

11.8

14.5 士

25.1 士

20.占 士



現在分析が完了していないので本年度の成績について最終的な考察を加えることはできね

馬骨忙ついては･各地区とも前年の成績に比べさらに苦るしく高い値が得られており.今年

の平均値は白樺の値を大きく上回るものと思われる0また.今年の馬骨の1例で1占Os.

う･これまでの家畜骨調査例の中で最も高い値が得られていることなどから.昨年から今年

ての90sr汚染は相当に苦るしいものであったと考えられる0半骨についても馬骨と同様に

値より一層の増加がうかがわれる∩豚骨でほ90s傾度ほ8･48s･りであり1957年に讃

1･05s･Uに比べ著るしく高く･また山羊骨についても2占･8s･ロで.1957年の0.

より遥かに高く･いずれもこの数年の間に90sr汚染が苦るしく増加していることを示して

なおlこれまでの調査結果では雑食動物である豚の90sr汚染ほ.牛馬等の他種動物に比べ

低いものであるがl本年の豚骨材料は生後約1ロケ月の豚材料であることから.その90日r

ほとんどは今年の汚染飼料に由来するものと考えられる0また山羊骨についても例数は少い

料汚染の著るしいことが知られる｡

属僚･竿骨間の90日増産差は･その飼養管現摂取飼料などの相違によるものと考えら

しかし今迄の分析例におけると同嵐両者の間のSr/Ca比が明らかな差を示していること

れらによる影響と同時に･Sr-Caの差別率の遠いも影響するのではないかと考えられる｡

地域的にほ馬骨では従来のように北･裏日本はかりでなく.表日本の東京あるいは宮崎忙

成績も著るしく高かったが･この点については更に究明したい0また内陸の長野の馬骨の成

だ分析が完了していないので不明であるが･半骨忙ついては他地区よりもやや低く.これま

れた内陸が低いという成績とはば一致するものと思われた｡

なお･年令による90sr癌直差は年令不詳の材料が多く■明らかな成績を出すことはでき

たが.人でみられているような年令差は明らかでなかった｡

人 骨 中 の 90-Srに つ い て

放射線医学鯨合研究所 0佐 伯 誠 道,田 中 義一郎

小 柳 卓,富 川 昭 男

日本人の人骨への90srの蓄積量を明らかにしl敏射能対策に資するため.19占2年度

京.大阪.京者｢｣新潟.宮観 福島よりの合計522槍仕の人骨f士シー で抽晶､も上下恥,



-15)を開いて90¥ について計測を行っ払

天然Srについてほ昭和5占年産放医研年報記載の｢炎光分析セよる人骨のSr定量捏

定量した｡

19占2年直の測定結果は個人別試料を第1表に■数個合せた合併試料を第2表に記し

試料は各年令別とし･天酎r含量はCaとの比の1･000倍をもって表し､錮sr量.

当りの〟〝C〔ストロ･二/チウム単位)で表した｡

すなわち･19占2年の結果によれはl日本人の人骨の90sr濃度吼胎児□.85.s.口

0～4オ1･59S･口士□･70･5～19オー･49日･U士0･59-28オ以上0･42s.【J士

あり･年少者の90sr濃壁が高いことが示されたD胎児の人骨の錮sr濃度は年少者のそ

い結果であり- この点ほ日本人に関しての従来の定説と異なる結果を得た｡

19･占5年寛の判定結果は現在整理中であるので･上記の点を検討した結果について席

を行なう｡

第1表 人骨がOsr分析結果〔個人別試料｣

年令〔オ〕 骨 種 sr/CaXが S U 土 日.且

〝
〝
誓
細
禍
観
甜
摘
禁
轄
摘

骨
骨
骨
骨
骨

椎

肋
胸
育
胸
肋

肝

〃

∬

∬

1.00 士 0.0.7

1･17
士 0.0.占

□.7 0 士 0.0.5

0･9 5 士 0.1.0

0･59
士 ロ.0.5

1･44
士

0.0.7

0･95
士 ロ.0.5

1･44 士 0.0.7

2･22 士 0.1.9

1･5▲ 士 ロ.1.□

2･02 士
0･0.9

1.72 士 0.0.8

1･58 士 0.1.2

2･ロ0 士 0.0.8

1･07 士 0.0.7

1.28 + ロ.ロ.2



年令〔オ〕 骨 種 sr/CaXlO3 S り 土 日･且

】肝

〃

〃′b

7

▲U

nU

nU

nU

〝

〝

〝

大
所

〝

〝

〝

〝
.
大
新
東

〝

阪

潟
阪
潟
京

∬

∬

〃

∬

〃

〃

〃

〃

肝

∬

〃

骨
骨
骨
骨

胸

胸
肋

胸 骨

肋 骨

大嘘骨

膝 骨

肋 骨

骨

肋 骨

▲U

∠0

0

nU

4

5

一色

5

5

∩〕

nU

O

nU

n叫

0.48
士 0.□4

0.占5 士
0.04

0.58
士 0.D5

0.58 士 0.04

ロ.58 士 0.04

□.92 士 0.02

0.占4
士 0.□5

0.占8 士 0.D占

0.d4 士 ロ.05

0.14 士 0.05

0.45 士 □.05

0.84 士 0.0占

□.42
士 0.04

0.58 士 m【〕4

0.79 土
0.05

0.54 士 口.04

0.25 士 0.04

ロ.59 士 0.05

0.55 士 ロ.□ 占

0.17 士
□.05

0･54 士 0.ロ5

0.59
士 0.ロ5

0.78 士
0.02

0.41 士 0.0占

0･55 士 0.05

口･27 士 0.05

0.55
士 0.05

0･5占
士 0.□4

0･50 士 0･□5

0･09 士 0.□1

0･55 士 0･05

0.21 ± 0.□5

0.55
士 0.05



年令(オj 骨 種 sr/CaXlO3 S U 士 S･d

〝
摘
〝
轄
鵬
輯
鵬
鯨
‥
讐
鯨
摘
誓
摘
=
〝

〝
警
新
東
〝
鵬
〝
山

㈲

〟

慨
京

胸 骨

肋 骨

脊椎骨

肋 骨

〃

骨

骨

骨

骨

肋
胸
肋

〃

〃

〃

肝

〃

骨
骨
骨
骨

陶
肋
酢
肋
:
〝
〝

〃

〃

〃

〃

伊

打

▲U

5

nU

O

5

5

nU

n〕

0

′0

5

ÅU

.b

■l

ロリ

nU

〔U

nU

ロ.0.9

0.5 5 士 0.D5

口.55 士 0.05

0.5 2
士

0.05

0.52 士 0.05

0.19 士 0.02

0.17 士
0.01

ロ.1占 士 0.□1

0.4□ 士 □.05

0.27 士 0･□5

0.22
士 0.05

0.19 士 0.□1

□.59 士 □.05

0.09 士
0.0占

0.59 士 0.05

0.41 士 0.05

0.5占 士 0.05

0.占0 士 0.04

0･52
士 0･05

ロ.18 土 0.02

0.08 士 ロ.01

0.2占 士 0.04

0.占5 士 ロ.04

0.17 士 0.□2

ロ.18 士 0.□1

0.52
士 0.05

0.54 土 0.07

0.58 士
口･0占

0.2 5 士 ロ.04

0.12
士

0･02

0･22
士

0･02

0･21 士 0･05

0.10 士 ロ.01



第2表19占2年人骨中の90sr分析結果(合併試料j

年 令 (オ〕

胎 児

′-12月

□～ 5年

9.､17 〝

12{_17 〝

18′･_19 〝

2 0′､2 2 〝

2 0′-21〝

2 0へ-2 5 〝

2 0へ.2 占 〝

2125 28〝

2 4′-2 8 〝

2 5.-2 7 〝

2 5′･._2 9 〝

2 8 2 9 〝

5 0.､.5 4 〝

5 0.､5 9 〝

5 2 5 7 〝

5 5～.5 占 〝

4

4

5

7

nU

1

5

ZJ

ZJ

‡J

4

4

■

打

〃

5

8

∠0

エコ

て〕

ヱJ

〃

オ

〃

9

nU

5

王｣

4

AT

骨 種 個体数 sr/CaXlO3 S U 士 8･d

〃

阪

京

都

京

大

東

京

東

阪

潟

阪

大

新

大

潟

京

新

東

骨

肋 骨

〃

〃

〃

〃

伊

∬

〃

∬

〃

0.5 4

1.15

0.8 0

2.2 4

0.91

1.58

1.占1

1.12

0.51

0.5 4

ロ.5 7

0.7 5

0.7 8

0.5 5

口.8 7

口.4 7

〔1.占 5

□.5 5

5

4

nU

nU

nU

O

′D

2

5

〇

一l

nU

nU

nU

nU

4

nU

9

1

つエ

nU

nU

ロリ

nU

4

5

5

nU

nU

O

ロリ

nU

nU

4

′b

nU

nU

nU

O

‡J

5

‡J

nU

O

nリ

〔U

nU

nU

8

′凸

nU

nU

nU

nU

0.ア ロ 士 0.0

0.52 士 □.0

士

士

士

士

4

9

8

王J

,ユ

5

2

て｣

nU

nU

nU

nU

0

nU

nU

nU

〔U

O

□.0

0.40 士 0.0

0.40 士 0.□

0.75 士 0.0



年 令 (オ) 骨 種 個体数 sr/旬aXlO3

4 7 47年

5 0 5 4 〝

5 0 5 8 〝

5 0.･_5 9 〝

5 2 5 4 〝

5 4 5 占 〝

5 4.･.一58 〝

5 5.-5 9 〝

5 5 占1〝

5 5 占 2 〝

5 7 占 2 〝

5 8 59 〝

占 0.-占 9 〝

占0 占1占5〝

占 0.～占 4 〝

占 0′-占 5 〝

占0 占2 占占〝

占〔トー占 8 〝

占1 占 2 〝

占1 占 占 〝

占1.､.占 8 〝

占 5.･- 占 5 〝

占 5～占 9 〝

占 5′､8 2 〝

占5 占5 72〝

占 9′- 7 2 〝

7 0.､8 2 〝

71′･_7 4 〝

阪

都

阪

大

京

大

鯨
〝
大
東
〝

灯

〃

〃

骨

骨

胸

肋

打

打

〃

〃

〃

〃

2

2

4

4

2

つ｣

つ｣

4

2

2

つL

つL

2

5

4

2

5

†ユ

丘T

2

5

5

′b

4

†ユ

4

5

〓J

O

O

.b

1

9

,ユ

8

′凸

8

′b

4

4

5

5

4

†ユ

†ユ

5

∩〕

0

nU

nU

O

O

nU

nU

5

5

′O

AT

4

,ユ

5

｢′

nU

nU

O

n〕

07

nU

l

‡J

nU

nU

0.占1

0.5 4

0.42

0.2 4

士

士

士

士

nU

n〕

nU

nU

nU

nU

nU

nU

nU

nU

nU

nU

王J

王J

n〕

nU

nU

nU

∠0

4

nU

nU

nU

nU

〔J

d.

2

∩〕

nU

nU

nU

O

nU

て｣nU
O

JO

5

nU

n〕

nU

nU

dt

,ユ

nU

nU

nU

n〕

0.45 士 0.05

0.□占 士 0.05

0.29
士 D.05

□.て 9 士 D.□2

nU

nU

nU

nU

4占 士 0.0 5

士

士

士

nU

nU

4

て｣

7

5

4

5

nU

nU

nU

nU

0.0 5

0･19
士

0･D5

0･24
士

0.05



人尿 中 の C$-13了 の 濃度

(放 医 研〕 伊 沢 正 実,0内 山 正 安

田 野 実

(北海道衛研〕 安 藤 著 明

〔石川衛研) 板 倉 淳

(大阪公衆衛研〕 沖 岩四郎

(福岡衛研) 貴 子 憲 治.森 権

核爆発実験に由来する放射性降下物の人体汚染を調べるための一つの手段として.昭和5

に引き続き･大阪石川両地区とl北日祝 南日本における汚染をも調べるため札幌 福岡

て･各地区で中学生を対象として一尿中の137csの濃度を調べて来た｡57年産において

年変化をより詳細に見るために大阪･石川両地区でほ5ケ月間隔で4回.札幌.福岡では占

塙で2回調査をおこなっ㌔今回ほぅ占年度分までの結果と照合しながら.57年直に侍ら

果を報告する∩なお58年度分は現在分析中である｡

分析法は5占年産に用いた方法に従った0分析結果を第1.2.5図に示す〔これらの分

から次のことがわかる｡

り大阪地区では9月に尿中の13アcsの濃度が最小になり.その後急激な上昇をつゞけで

2〕石川地区でほ13アcs濃度はほゞ直線的な上昇を示し-12月を頂点として.12月矧

干下降している｡

5)札幌･福岡両地区ほ･占月｣12月の2回のみの測定であるが.その結果によれは石川

大阪地区との中間程度の即1の137csの濃度である0札幌地区は福尚地区に較べて若干

度を示した｡

4〕惟別では.各地区ともはとんど差は見られない｡

5)†占2年度呑まで尿中の137csの濃度は減少をつゞけて来たが.日本海側では一占2

う､ら･太平洋側では9月以降急増して来ていることが佳日される｡



第1図 二 人尿中の18アc8のホまの軽年変化
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第2図:人尿中の18アロ8のホ度の頻度図
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乳歯中 に含 ま れ る Sr-90 に つ し､て

国立予防衛生研究所 0永 井 充, 岡 臼 昭五郎

駒 井 知 好, 大 西 栄 蔵

錮srは食物を通じてCaの代謝過程にともなって硬組織にとりこまれる｡19占1屯B

は全熱死産児45体中の全骨格と乳歯について90日rの分析を行ない､比較検討した結果

おける90sr/g･C叫ま概ね同率であることを認め､同一壌填で発育する骨や歯の硬組織に

る90sr量ははゞ同様であることを報告している｡また.乳歯の胎生期中および出生後に形

る部分の比を検討して発育中(特に出生前後Jの乳幼児に蓄積する90sr竜を測定し.さら

期中の出生後の食物が石灰化組織における錮srの分別係数を考慮して食物と骨や歯に含ま

90sr濃度との関係を究明している｡

そこで演者等は.我僅匿おける乳歯中の90srを分航 定量すること忙よって幼児〔出生

以内〕の骨の中忙移行した90srの濃度や発育障の食物との関係等を類推すべく.この研究

した｡

現在までに集めた乳歯は約15,00□本で地区界｣出生年令別および離乳までの栄養物(

人工栄嵐 混合栄養別)に分類した｡今回実験に供した試料は姫娠中および生後1年までを

方(主として東京都Jで生店したものからの乳歯である｡分析の一試料は同一年令について.

哨舌状況のものから.前歯部は100～2ロ0本.臼歯部でほ50～10□本を白襟とした.

科の作製にあたってほ出生月の4半期別 男女別に可及的均等忙なる様に考慮した｡また.

附若している歯石.歯垢等を除去し､エナメルーセメント境界忙おいて歯根を除去し1試料

の分析操作によっておこなった｡分析方法はすでに当所でフォール･アウト中の90日rにつ

結して定量しているのて これらを根拠として常法にしたがっておこなった｡即ち.乳歯試

化乳10-20才･をとり.ストロンチワム担体207呼を加え.発煙硝酸処理を繰返し行な

を分離し.希土類元素等をスキャベンジした｡

R町.丘掲 等をブローム酸塩として瞼去し.最終的に炭酸ストロンチフムとして沈でんさ

2週間以上放置し､錮マミルキングにより90日rの量を決定すると共に‡川sr+90Yから

竜を求めた｡測定ほ低バック･グランド測定装置を使桶した｡また.試料の一部をとり.修

して托でんさせ､E工)TA滴定を行ってCa含量を求めた｡

以上の方法により､1951年～19 5占年生れの乳歯について一部の結果を得たのでと
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